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序

この調査報告書は農業基盤整備事業の施工に先がけて 国庫補助金を得て実施し

た埋蔵文化財発掘調査のうち、東松浦郡肥前町納所に所在する押川遺跡と、北波多

村山彦に所在する座主遺跡、-前田原遺跡の報告であります。

押川遺跡は縄文時代より弥生時代にかけての住居跡・貯蔵穴・謝官墓が検出され、

多数の土器・石器が出土し、座主遺跡からは縄文時代より室町時代にかけての遺構

と遺物が検出されました。押川遺跡の多数の遺構と遺物・座主遺跡出土の石帯・墨

書土器など、この時代の生活文化を解明する上で重要な意味をもつものと考えられ

ます。

ここに発掘調査報告書を刊行し、学術資料として、また重要な文化財を、県民の

共有財産として大切に保存していくための資料として役立てていただければ幸いで

す。

この調査にあたって文化庁、県唐津農林事務所、肥前町教育委員会、同開発課、

北波多村教育委員会、同建設課、並びに地元の関係者各位の深いご理解とご協力に

対し、心からお礼申し上げます。

昭和56年 3月31日

佐賀県教育委員会

教育長古藤 浩



仔リ

1 .本書は昭和55年度に発掘調査を実施した押川遺跡、座主遺跡、前田原遺跡の発掘調査報告

書である。

2.調査は国庫補助を受け佐賀県教育委員会がこれにあたった。

3.遺構の実測は調査員 調査補助買があたり、遺構写真撮影は森田孝志がおこなった。

4.遺物の整理は、佐賀県文化財資料室、唐津市鏡公民館でおこなった。

遺物の接合、復元は宮崎礼子、新井久美、千住順子、高畠澄子、平野澄子、広滝敏子、古

川万鶴代がおこなった。

遺物の実測には池田覚子、中島成子、西村信子、藤原倫子、福田京子、森田孝志があたっ

た。

製図は山本タカ子、山崎美紀子、馬場悦子、高瀬久美子、本田京子がおこなった。

遺物写真撮影には、森田孝志、原口定があたり、西田和己が協力した。

5.本書の執筆、編集は森田孝宏、が担当した。

凡 例

1 .遺構番号は、 SB:住居跡、 SK:貯蔵穴・土境、 SJ :褒棺墓、 SD: i霧状遺構、 P:柱

穴・小土墳である。

2.押川遺跡出土の土器は遺物実測図の個々の番号の下に出土遺構番号を記した。

3.挿図、本文中に用いた方位は、押川遺跡については真北、座主遺跡・前田原遺跡について

は磁北である。
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1 .押川遺跡

遺跡名:押川遺跡(略号oS G) 

のうき

遺跡、所在地:東松浦郡肥前町大字納所字押川



1 .発掘調査の経過

(1) 聞査に至る経過

押川遺跡は、古くから旧石器時代~弥生時代の遺跡として知られていた。昭和55年度上場

地区農業基盤整備事業の工事施工区域に、この押川遺跡が含まれることになり、工事に先立つ

て佐賀県教育委員会文化課は、昭和55年10月に、遺跡の範囲確認のため予備調査を実施した。

その結果、工事区域内で、約12，OOOrげの遺跡の範囲を確認した。県教育委員会が県唐津農林事

務所、肥前町開発課と協議した結果、盛土になる部分は保存し、沈砂地として削平をうける部

分の約1，700m'を発掘調査することになった。

調査は10月13日に始まり 12月26日に終了した。調査期間中肥前町議会、肥前町教育長、肥前

町文化財保護審議委員会の視察を受けた。調査と併行して、出土遺物の水洗・選別作業を唐津市

鏡公民館で行ない、調査終了後、一部の水洗・選別・復元・遺物実測図作成などを佐賀県文化財

資料室において行なった。

(2) 聞査の組織

調査主体佐賀県教育委員会

調査担当

事務局佐賀県教育庁文化課

調査責任者木下 巧文化課文化財調査第二係係長

調査員堀川義英 " " 指導主事

(担当) 森田孝宏、 " " 嘱託

調査補助石崎俊tム北波多村文化財保護審議委員
北波多村郷土史研究会

寺田 和正文化課文化財調査第二係調査準補助員

発掘作業員 井上アキノ・井上ミヤキ ・井上トミ子 ・井上セツヨ ・井上トミノ ・井上 フデ

井上テル子 ・井上ツルヨ・ 井上ミツヨ ・井上アイコ ・井上ナミコ ・井上ユクエ

井上ハルミ ・中山ハツエ ・中山ヨシノ・中山 ヤヨ・中山ミツエ ・山口 弘子

山口益恵・山口マキ ヨ・ 山ロ キノ ・小崎サイ ・隈本 銀 ・渡辺幸子

山口一秋

協 力佐賀県唐津農林事務所 ・肥前町教育委員会・同開発課 ・側岸本組

2 -



(3) 聞査日魅

10月13日 本日より調査を開始する。予備調査の結果、縄文時代晩期~弥生時代の遺構の存在

が予想、される。

10月17日 調査区北側より遺構検出作業を始める。調査区北東部から褒棺墓を検出。

問118日 調査区中央部から多数の貯蔵穴・柱穴を検出する。
10月28日

10月30日 調査区中央部より 4基の住居跡を検出し、本遺跡は、生活遺構と墓地群からなる遺

跡と判明した。柱穴を掘り始める。

10月31日 肥前町教育長視察

11月1日 調査区南側の遺構検出を始める。 2基の住居跡と貯蔵穴約70基を検出する。

11月4日 調査区全域の遺構検出を終了する。住居跡6基、貯蔵穴約70基、費棺墓 7基、多数

の柱穴群、焼土面を検出。貯蔵穴を掘り始める。

11月111日 北波多村確認調査のため、発掘作業を中断する。
11月14日

11月13日 現場おはらい式 (肥前町教委主催)

11月17日 調査区北側の貯蔵穴・柱穴の掘り下げ。

11月25日 調査区中央部の貯蔵穴掘り下げ。

11月27日

12月4B 
12月 8日

褒棺墓を掘り始める。肥前町文化財保護審議委員会視察。

住居跡を掘り始める。

12月10日
遺構の写真撮影。

12月12日 費棺墓の実iftlJを始める。

12月17日 遺構実測を始める。褒棺の取り上げ。

12月20日 肥前町町議会視察。

12月25日 遺構実測を終了する。

12月26日 器材を撤収し、本日で調査をすべて終了する。
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Fig.l 押川遺跡周辺の地形と主な遺跡

8.押川遺跡 15.磯道遺跡
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10. コッポ遺跡 17.字の山遺跡
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2.遺跡の概要

押川遺跡は東松浦郡肥前町大字納所字押川に所在している。肥前町は佐賀県の北西部、東松

浦半島の南西端にある。東松浦半島の南西部に仮屋湾が入り込み、半島状に突き出た部分が肥

前町である。町は東西に長〈、海峡(日比水道)を隔てて、西側に長崎県鷹島村、南側に福島

町と対峠し、南東が伊万里市、東が唐津市と接している。

肥前町のある東松浦半島は、第三紀層の上部を噴出した溶岩(玄武岩)が覆った溶岩台地で、

別名、上場台地と呼ばれる。この上場台地は全体に高原状をなしており、高い山は少なく、丘

陵が多い。また、海岸は、沈降海岸で、複雑に入り込んでいる。丘陵が多いため畑地が多〈、

水田は少なくて、低地の湿地帯や、 j勇水近くの丘陵斜面に棚田として営まれている程度である。

遺跡は、丘陵の斜面や、鞍部に多く存在する。なかでも押川遺跡のある肥前町納所付近は、

ゆるやかな起伏の丘陵が多〈、遺跡の密集した地域である。遺跡は旧石器時代・縄文時代のも

のが多〈、弥生時代以降のものは少ない。

旧石器時代の遺跡は、磯道遺跡・生石遺跡・川原田遺跡・ニッチ遺跡など、多数の遺跡が知

られている。なかでも磯道遺跡からは良好な包含層が確認され、多数の接合資料が出土してお

り注目される。

縄文時代の遺跡は、縄文前期の土器・石器が出土した百回洞穴遺跡や、縄文晩期の土墳と炉

跡が検出きれ、布痕土器や打製石斧が出土したコッポ遺跡をはじめ、遺物散布地が各所に点在

する。また肥前町の南側の海岸地帯には、海蝕洞穴が多く、岩陰遺跡、の存在する可能'性が強い。

弥生時代の遺跡は、あまり見つかっておらず、押川遺跡の他、 ニッチ遺跡から住居跡と柱穴

が検出きれている程度である。

古墳時代の遺跡としては、古墳が3ヶ所知られている。みな、海岸近くの丘陵頂部に営なま

れた小型の円墳で、内部主体は破壊されており明らかでない。そのひとつ、向江山古墳から耳

環や、須恵、器が出土している。

歴史時代の遺跡は、五輪塔や宝匿印塔が点在する程度で他に、星賀の岩森山に列石遺構があ

るが性格は明らかでない。

押川遺跡は肥前町の中心部から北へ約1.8kmの距離にある。標高114.17mの丘陵の南部から南

東部の斜面にかけて遺跡は存在する。丘陵はなだらかで、中央部はゆるい鞍部になっている。

丘陵の両側に湧水があり、遺跡は非常に良い立地条件にある。

-5 



(註)

(1) 昭和55年度調査同年度報告書刊行予定

(2) 昭和53年度調査佐賀県教育委員会 「生石遺跡J1979年

(3) 昭和53年度調査 昭和55年度報告書刊行予定

(4) 昭和55年度調査 同年度報告書刊行予定

(5) 佐賀県立博物館が調査を行ない、昭和55年度報告書刊行予定

(6) 昭和55年度調査 同年度報告刊行予定

(7) 註4

3.遺構

検出した遺構は、住居跡、貯蔵穴、嚢棺墓、柱穴である。遺構は調査区の北東部、中央部、

南東部に密集している。北東部に 2基の住居跡と貯蔵穴があり、北東部隅に嚢棺墓がある。中

央部には 1基の住居跡と柱穴群・貯蔵穴群がある。南東部は丘陵の鞍部にあたり、最も遺構が

密集していて、 5基の住居跡と多数の貯蔵穴・柱穴群がある。また中央部から南東部にかけて、

表土と地山の聞に厚き10cm-20cmの暗褐色の堆積土がみられ、この堆積土中から10cm-15cmの

離とともに多数の土器片・石器が出土した。土器は縄文晩期から弥生中期初頭のもので、小破

片が多く、しかも全体に磨滅していた。これら遺物は北側から流れて堆積したものと考えられ

る。

(1)住居跡

検出した住居跡は合計8基で、 6基は竪穴が残っており、 2基は削平により床面のみ残った

ものである。この他にも SK091貯蔵穴南側の焼土面(8-6・8-7)周辺や、SK054貯蔵穴南側、

SK040貯蔵穴南側および東側の柱穴が密集した地域に、さらに数基の住居跡が存在した可能性

が強い。

S 8081住居跡 (Fig.3、PL.2) 

調査区中央部南側に位置する。平面が楕円形の竪穴住居跡で、長さ3.5m、幅3m、深さ0.1

mである。上部は削平されており、特に東側がひどい。柱穴は14ヶ所確認され、中央の2ケ所

が大きく、それを囲むように他の柱穴がある。本遺跡、の住居跡の中で、柱穴の配置関係はこの

住居跡が最も明確で、ある。遺物は少なく、埋土から土器の小破片、石銀、揖善が、柱穴内から

査底部Bが出土した。
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58082住居跡 (Fig.4、PL.2) 

調査区の南東部、 SB085住居跡の北側に位置している。平面がほぼ円形の竪穴住居跡で、長

き3.6m、幅3.5m、深さ0.2mである。上部は削平され、北西部は SK066貯蔵穴が切っている。

柱穴は中央部と壁の周囲から合計11ヶ所確認された。南西部壁近くには、長さ0.48m、幅0.46

mの方形の穴がある。遺物は埋土から褒BII、査B、石鍛、磨石、敵石が出土した。

58083住居跡 (Fig.5、PL.2)

調査区の南東部、 SB082住居跡の西側に位置している。平面が不整楕円形の竪穴住居跡で、

長さ3.6m、幅3.1m、深さ0.lm-0.2mである。上部は削平されている。床面は南側が一段低

くなっている。南西部の床面上に土器片とともに焼土塊が長さ0.6m、幅0.5m、厚さO.lm範囲

にかたまっていた。この焼土は、住居跡の廃絶直後、投げこまれたものと推定される。柱穴は

11ヶ所確認され、不規則に配列している。遺物は南西の床面から褒BI . BII、埋土から査C、

石銀、敵石、石核が出土した。

58084住居跡 (Fig.6、PL.3)

調査区の南東部、住居跡の中では最も南に位置する。平面は不整楕円形で、長さ4.2m、幅4

m、深さ0.lm-0.2mと本遺跡、で、は最も大きい竪穴住居跡である。上部は削平され、特に東側が

- 7 -
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SB083住居跡実視IJ図Fig. 5 

ひどく、残りが悪い。住居跡の南側は性格不明の遺構と切り合っているが、前後関係は明らか

にできなかった。床面の北側に、平面が楕円形で長き1.5m、幅0.75m、深き0.45mの土墳があり

この住居跡にともなう貯蔵穴と考えられる。柱穴は、中央部および壁の周辺から合計16ヶ所確

認された。埋土には、 拳大の礁を多く含んでいた。遺物は東側床面にへばりついた状態で嚢A

1II、中央部床面直上から石皿、磨石、埋土から嚢B1・BII・査C・片刃石斧・石銀・掻器・

石核が出土した。

58085住居跡 (Fig.7 ， PL. 3 ) 

S B083住居跡と SB086住居跡の聞に位置する。平面が楕円形の竪穴住居跡

で、長き3.8m、幅3.2m、深さ0.2mである。上部は削平され住居跡の南東部を SK076貯蔵穴

調査区南東部、

が、北東部を柱穴が切っている。床面の北側に平面が隅丸方形で長き0.74m、幅O.lmの土横が

ある。北東壁面には直径約35cm程の真赤に焼けた部分が見られる。柱穴は、中央部および壁ぎ

わに11ヶ所確認された。遺物は埋土から費BII・襲C・石鎌・磨石・掻器・石核が出土した。

58086住居跡 (Fig.8， PL. 3) 

調査区南東部、 SB085住居跡の南に位置する。東半分は農道の下のため調査できなかった。竪穴

住居跡で、平面は円形もしくは楕円形になると推定する。長さ3.8m、深き0.1m-0.3mで、ある。

上部は削平きれ、北側をSK068貯蔵穴が切っている。柱穴は11ヶ所確認され、その配置は不規

則である。遺物は埋土から裏B1・褒BlII・ 査C・石銀・掻器・石皿・磨石・石核が出土した。

- 9 
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58087・088住居跡 (Fig9 PL 1) 

調査区の北東部に位置する。この部分に多数の柱穴群が密集しており、地山を整形して斜面

を平らにした痕跡がみられた。また地山が真赤に焼けた焼土面が3ヶ所確認され、土器がまと

まって出土した。以上のことから、この部分に、上部が削平され、床面のみ残った住居跡の存

在が考えられ、西側を SB087住居跡、東側をSB088住居跡とした。

SB087住居跡は、床に炉跡らしき 1ヶ所(S-3)の焼土面がみられ、焼土面は、長さ1.2m、

幅0.6m、厚き0.05mで、ある。遺物は床面直上より嚢底部C.壷底部Dが出土した。

SB088住居跡は、床に 2ヶ所の焼土面がみられる。 1ヶ所(S-1)は、長さ1.0m、幅0.8m、

厚き0.05m、もう 1ヶ所(S一2)は直径0.8m、厚き0.05mで、ある。遺物は住居内のP181柱穴

から、ほぽ完形品になる嚢BNが直立した状態で出土した。他にPl71柱穴から費C.挟入石斧

未製品、床面から磨製石斧・磨製石鍛が出土した。

ハU''A 
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SB086住居跡実i<<lj図Fiι8 
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SB087・088住居跡実測図

押川遺跡住居跡一覧表 (カッコ内は推定値、ゴチンクは床面出土)

|出土遺物
深加)1

器|石 君主

4m 

考

ワ
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(2)貯蔵穴

検出した貯蔵穴は、合計74基で、調査区の北東部、中央部、南東部に集中しており、特に南

東部のS8082・S8083・S8084・S8085・S8086住居跡周辺に密集している。みな上部を

削平されており、原形をとどめるものはない。平面形は、円形のものと、楕円形のものがある。

深さは残存部で0.lm-0.5mである。ほ とんどの貯蔵穴が埋土に炭の小片、細片を含んでおり、

焼土を多量に含むものもみられた。遺物は、床面から出土したものは少なく、多くは埋土から

の出土であり、貯蔵穴が廃絶された後、投げこまれたり、 埋没する際に流れこんだものである。

個々の貯蔵穴は一覧表に記載し、比較的、残存状態の良いものについて記述する。

、

Z 
Fig.l0 S K011貯蔵穴実測図

95.lOm 

。 1 

Fi g. 11 SK015貯蔵穴実視IJ図

2m 

S KOll貯蔵穴 (FiglO PL 4 ) 

調査区中央部の北側に位置する。周囲に他の貯蔵

穴はない。平面は円形で、直径1.3m、深さO.4mで

ある。墜の断面は、ほぼ垂直で、一部袋状になって

いる。床面は、 1;;'ぽ水平で、ある。埋土は黒褐色土で

炭の小片を多く含んでいる。遺物は埋土下音向、ら、

費AII.費Aill・登底部A・鉢B・磨石が、埋土上

告s;!pら石鉄・掻器・石核が出土した。

S K015貯蔵穴 (Fi広11 PL 4 ) 

調査区北東部に位置する。東側をSJ 006婆

棺墓が切っている。平面形は隅丸方形に近く、

長さ2.1m、幅1.8m、深さ0.2m-0.3mである。

壁はゆるく傾斜し、床面は、ほぼ水平で』ある。

埋土は暗縄色土で、遺物は南西の床面から石

皿と磨石が置かれたような状態で出土し、他

に埋土から石鍬・石核・土器小片が出土した。

この遺構は、他の貯蔵穴に比べて大型であり、

壁の立ちあがりから、貯蔵穴ではなく、別の

遺構の可能性がある。

ハペ
u



、

97.20m 

Fig.12 SK016貯蔵穴実測図

96.80m 

グ会勿表F
Fig.13 SK017貯蔵穴実測図

竺

96.10m 

Fig.14 SK026貯蔵穴実iRlj図

5 K016貯蔵穴 (Fig12 PL 4 ) 

調査区北東部、SB 088住居跡北側に位置する。平面

は不整惰円形で、東側が幅広く、長さ1.7m、l幅1.1m、

深さ0.35mである。壁は傾斜し、床面は中央がやや低

くなっている。埋土は時褐色で、 lOcm-20cm程の磯

を多く含む。遺物は、床面近くから費BII・費D・磨

石が、埋土上部から費Cが出土した。これらの遺物は

出土状態から、この貯蔵穴の廃絶後に多数の礁ととも

に投げこまれたか、流れこんだものと考えられる。

SK017貯蔵穴 (Fig13 PL 4 ) 

調査区の中央部東側、 SB 082住居跡の北側に位置する。

平面形が隅丸長方形に近い楕円形で、長さ1.5m、幅1.3m、

深さ0.35mである。壁は傾斜し、床面はほぼ水平である。

埋土は黒褐色土で、燐土と炭の細片を含んで、いた。床面の

ほほ全体にわたって、 5cm-20cm程の礁が散らばっていた。

遺物は床面直上から磯に混じって褒C ・費底部C ・費底部

D ・褒蓋・石皿 ・砥石 ・磨石が、埋土から石錐 ・掻器が出

土した。遺物は出土状態から多数の磯とともに投げこまれ

たものと考えられる。

SK026貯蔵穴 (Fig14 PL 4 ) 

調査区の北東部、SK 016貯蔵穴の西に位置する。平面は

椅円形で、長さ1.5m、幅1.2m、深さ0.5m-0.6mである。

壁は傾斜し、床面は東側が低くなっている。埋土は暗補色

土で、埋土中部から上部に 5cm-3Ocmの機を多く含んでい

た。遺物は床面から埋土下部には全くなく、埋土中部から

上部にかけて、費B・要D・褒底部C・挟入片刃石斧 ・磨

製石斧・石皿・磨石 ・石銀 ・石核が出土した。土器は、み

な小破片である。遺物は出土状況から、この貯蔵穴がある

程度埋没したときに磯とともに投げこまれたか流れこんだ

ものである。

-14-



5 K033貯蔵穴 (Fig15 PL 4 ) 

調査区の中央部に位置する。平面は楕円形で、長さ1.2m、

幅1mで上部はほとんど削平され、深さ0.1m-0.15mである。

壁は傾斜しており、床面はほぼ水平で、ある。貯蔵穴内の西側

床面から 2ケ所の柱穴カf確認された。この柱穴は、この貯蔵

穴より古いか、も しく は同時期のものである。埋土は暗縄色

土で遺物は床面から褒B・嚢底部B・寝底部C・査の小破片

Fig.15 SK033貯蔵穴実測図 ・磨石が出土した。

95.80m 

秀爾多多

95.20m 

Fig.l6 SK035貯蔵穴実iQIJ図

95.60m 

務揚揚豪多
Fig.17 SK041貯蔵穴実測図

5 K035貯蔵穴 (Fig16 PL 4 ) 

調査区のほぼ中央部、 SK 063貯蔵穴とSK 022.貯蔵

穴の聞に位置している。上部を不整形の土績が切って

いる。平面は権円形で、長さ1.3m、幅1.1m 、深さ0.4

mである。壁は東側がほぼ垂直に立ち上がり、西側は

傾斜している。床面は東側が低くなっている。埋土は

黒褐色土で炭の小片と礁を含んでいた。遺物は床面か

ら費BN・費C・費D・褒底部C・費底部D・磨石が、

埋ミtから費底部A・石鍬・掻器・石核が出土した。遺

物は出土状態から、この貯蔵穴の北側から投けこまれ

たか流れこんだものである。

5 K041貯蔵穴 (Figl7)

調査区中央部西側、 SK 040貯蔵穴とSK 042貯蔵穴

の中間に位置する。西側にある土壌を切っており、ま

た北東部は柱穴が切っている。平面は、隅丸長方形に

近い楕円形で、長さ1.8m、幅1.4m、深さ0.35mであ

る。壁は傾斜しており、床面は中央がやや低くなって

いる。埋土は時縄色土で、炭の細片を含んでいた。遺

物は、東側の床面近くから埋土下部より、費B ・費底

部D.石皿・磨石が、理土上部から愛D・片刃石斧・

石銀 ・掻器が出土した。

p
hu
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95.00m 

Fig.18 SK045貯蔵穴実演IJ図

ーー.. 

95.20m 

Fig.19 SK064貯蔵穴実測図
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94.40m 

0 2m  

Fig.20 SK068貯蔵穴実測図

5 K045貯蔵穴 (Fig18) 

調査区の中央部に位置しSK044賄野勺こ隣接する 。

平面は楕円形で、長さ1.5m、幅 1m、深さ0.35mで

ある。壁l主、東側は、ほぼ垂直に立ち上がるが、西側

は傾斜している。埋土は時褐色士で、下部に3Ocm-40

cm程の礁を多く 含んでいた。遺物は少なく、床面直上か

ら饗C ・石皿が、埋土から石鍬・石核が出土した。

5 K064貯蔵穴 (Fig19)

調査[fーの南東部西側IJ、SB 083住居跡の西側に

位置する。 r.音1;は削平されているが、本遺跡で

検出Lた貯蔵穴の中では最も残存状態が良い。

平面形は不整楕円形で、二段堀りになっており、

上段が、長さ1.85m、幅1.6m、下段が長さ1.4

m、幅1.2mで、深さ0.6mである。壁(j.断面が

袋状になっており、床面はほぼ水平である。

上段の埋土 (第1層)を取り除くと下段の上面

の全面にわたって焼土混じりの赤色土がみられ

た。この下段の埋土は5つの層(第2層~第6

層)からなり、第2層は焼土が多量に混じった

赤色土で遺物は含まなL、。第3層は炭の細片が

多量に混じ った黒褐色土で、費C ・石鍛.1!重加

が出土した。第4層は時褐色土で遺物は含まな

い。第5層は焼土の細片を多量に含む、赤褐色土

で、レンズ状に堆積していた。土問小破片と、

空襲大の焼けた機数個が出土した。第6層は炭の

小片が多く混じった灰黒色土で、褒B1・磨石

が出土した。

5 K068貯蔵穴 (Fig20)

調査区南東部、SB 085住居跡の南側に隣接し

て位置する。SB 086住居跡の北側を切っている。

平面は不整円形で、直径2m、深さO.5mである。

壁は傾斜し、床面は中央がやや低p。埋土はH膏

褐色土で、遺物は、床面近くから褒B ・石皿が、

埋土から寝C ・婆底部D ・石斧・石鍛.f軍部が

出土した。

po 



Tab 2 押川遺跡貯蔵穴一覧表 (カッコ内は推定値、ゴチックは床面出土)

遺構番号 平扇形 長1"，1 幅~11 j菜 ~d
出 土 遺 物(※)

時期 備 考
土 石

S K 011 11.11.'円形 1.4 1.2 OA 要An. A皿 鉢B 磨石、石銀、掻部 晩，期末
石核

S K 012 
隅メL方形に

1.4 1.2 0.1 褒底部B 前 期
近い惰円形

S K 013 fIJ 形 1.2 1.1 
0.2 
費BJV、褒底部B 白~r 期

O.~ 

S K 014 円 形 1.0 1.0 0.2 小破片 磨石

S K 015 隅丸方形 2.1 (1.8) 
0.:1 磨石、石皿、石鍛。

石核。1
ト一一一一一

S K 016 不繋椅円形 1.7 1.1 
O.S .D、建底部C、 磨石、 石銀、石核 中期初日員
O.~ 

S K 01 7 惰円形 1.5 1.3 0.35 
.C、妻鹿部C. 磨石、石皿、砥石 中期初頭
D 、吉理主主 石錐、掻日:f

。2S nir )gJ 
S K 018 椅円形 1.1 0.9 蓋B回・ 褒D 掻1;i l 

0.2 ，1'開l事JJ!ii'i

S K 019 円 形 1.1 1.1 0.2 小破片 石銀、 f軍部、石核

S K 02 0 P'J 形 1.1 1.1 0.3 
褒D、褒底部B.

石鍬、 f査部、石核
11汀}匂i

C '1' 開J~刀目白

S K 021・A 不!桜惰円形 l.8 1.3 0.3 
饗D、吉里氏再liR. 

磨石、磨製石斧
iiif JUJ 中央を小土横山

C 
J 
K 021・B)が切る'1'聞I字刀Dfi

S K 02 2 惰円形 l.7 l目4 0.2 
費Bm、褒底部B 磁石、磨製石斧 n町間l

S K 044を切る
査C 石銀

t 
>¥'開l争刀lIli

S K 02 3 情 円形 l.1 0.9 0.25 
褒Bm.o、褒底

石銀、石核
fVr 開l

告iC 叶Iml争刀!11'i

S K 02 6 情円形 1.5 1.2 
0.;) 褒Bm . C .0 、 石皿、挟入片刃石 li印 刷

褒底部C 斧、石斧
l 

0.0 rl'JtlI争刀illi

S K 02 7 円 形 1.1 1.1 0.2 
査C、壷底部C、

石銀、石核
nit 開l

S K 036を切る
饗C、饗底音liB.C l 

I/IJυl争lJV(i

S K 02 8 情円形 l.1 0.8 0.25 小破片 石鍬

S K 02 9 円 形 。目9 0.9 0.3 費D 中期初頭

S K 03 0 Pl 形 0.9 0.9 0.2 小破片 石被

S K 031 惰円形 0.9 0.9 0.2 。

S K 03 2 fIJ 形 l.3 1.3 0.15 褒Bn 前 期

S K 033 楕円用 形 l.2 l目。
0.1 蔓破片、.Sll、

磨石
.底部S.C

。
。2

S K 03 4 隅丸方形に l.7 1.4 0.35 壷A 石鎖、 f査部、石核 イ〉

近い惰円形

S K 03 5 情円形 l.3 1.1 0.35 
.SW・C・D 麿石、石皿、 石鍬

中期初頭
聾底部A・C.D 掻郎、石核

S K 036 不整楕円形 2.4 1.6 
O.~S 査底部C、饗Bn 

石銀、石核
fIii Jt.JJ 北側IJに大きな焼土

.C饗底部m >¥・開l争刀iii'i 塊が混入O. ~ 
」ー』

ヴ

t



遺構番号 平 面 形 長い) 幅削 j奈川
出 土 遺 物

時期 備 考
土 器 石 器

形 (1.4) (1.4) 
0.1 
饗D、妻底部C 磨銀、 石皿、敵石 中期初頭S K 037 円

O.~ 石銀、石被

形
0.1 
牽C、褒BN 石銭、石核

IPI nll 
S K 038 円 1.0 (0.8) 

'1'開l初Mi0.15 

S K039 隅丸方形に 1.6 1.4 0.25 褒C 磨石、敵石、石鍛
中期初頭

近い楕円形 f軍部、 石核

S K 040 惰 円 形 1.3 1.2 0.25 
褒A1 . A目、褒

石鍬、掻P.:i、石核 晩期末
底部A、鉢B

S K 041 楕 円 形 1.8 1.4 0.35 査C、妻BII 、婆 磨石、石皿、片刃
liIf I<<J 

底部D 石斧石鍬、 f軍部 '1' lY l~月日n

S K 042 イシ 1.6 1.1 0.3 小破片 石t雄、 f査部※石核 ※旧石部

S K 043 。 ろ》 磨石、石皿

S K 044 円 形 1.3 1.3 0.35 ろ，
磨石、石皿、石鍛 S K 022が切る
飯、 ※刃百十状~J片 ※旧石器4

S K 045 惰円形 1.5 1.0 0.35 !MD 石皿、石鍬、石核 中期初頭

S K 047 不整形 1.0 0.9 0.3 要D、妻底部B 磨石
，iir }口l

C '1 >1日IM ~([

S K 048 不整形 (1.8) 1.0 0.2 要B目、褒底部B 磨石、敵石、石鍬
掻ti

S K 049 楕円 形 1.3 0.9 0.1 査C、妻D 磨石 中期初頭

S K 050 楕円 形 1.2 1.0 0.2 !MAI 磨石、石鍛 晩期末

S K 051 円 形 1.0 1.0 墾A1、費底部B
※石皿、石録、石

晩期末
※5つに害Ijれて出

銀、掻百十 土

表破片(丹塗り)、 ※石斧破片、石鍛 大<Iき:混な焼入土器塊SKムが0床55面m近S K 052 権円形 1.7 1.3 0.35 壷現底R部IB 、聾 B 日 til!r.:i、石被、石核 前 期
土のものと1&

S K 053 円 形 1.4 1.4 0.3 査EHfD、至rv理R1 . R 
砥石、石銀、掻r.:i。191 S K 054を切る. R rv . c、捜
石核

1 
t~I)R '1'開l初日([

楕 円 形 (1.8+α) 
0.1 
褒A1、鉢B 磨石、 石皿、石銀 晩期末S K 054 1.4 0.1 

0.2 

S K 055 楕 円形 1.3 (1.0+α) 0.2 
査B. C 、!MAI

石皿、石斧破片 晩期末B 1、鉢B

S K 056 円 形 1.4 (1.4) 0.2 小破片
磨製石斧、石鍛
石絞

形 1.1
0.2 要D、妻底部B !容石、敵石、砥石 liil J~I 

※旧石r.:iS K 057 円 1.1 
C 'D 石鍬※刃ti状剥l片0.3 ， I~>I~ I 宇刀匠([

S K 058 不整円形 1.3 1.2 0.2 褒底部小破片
石銀、 til!P.:;、石被

※チャート製
※ナイフ型石器i

0.1 
褒Bn 石鍛、掻r.:i、石核 前S K 059 不整楕円形 1.9 1.2 期

0.2 

S K 060 イシ 1.4 0.2 要A1 石JlJl、石銀、 石核 晩期末

楕円形 1.6 1.4 0.2 
費B目、妻庭部B 1平平nイイ 布1f.、、 倣lff置T布事山~干、i lFiF本、1企J 内1<<1S K 061 
'C 'I>lm争刀F白鍬、、平，

。口
市

E
A



遺構番号 平面形 長い) 幅削 深川
出 土 遺 物

時期 備 考
土 務 石 23 

S K 062 楕円形 1.8 1.6 
0.1 萱B、妻 BI、妻 磨製石斧、石銀、

前 期
0.25 底部 掻器、石核

S K 063 惰円形 1.1 0.3 
壷底部C、安A1 ※挟入片刃石斧、 riif 期

※未製品
費底部B 石銀、掻器、石核 中期初頭

楕円形
1.4 1.2 0.4 登底部C、JlBI 麿石、石皿、 石鍬

前S K 064 
1.6 .C.D f査結

期
1.85 0.6 

S K 065 楕円形 1.6 0.4 要D、褒底部D 石皿、石銀、石核 中期初頭

S K 066 楕円形 1.3 ( 1 ) 0.3 
萱C、費Bn 、費

石銀、石核
前期

S B 082を切る
底部B 中期初頭

S K 067 1.3 (1.8) 0.25 
壷底部B、Jl底部

石銀、掻~f、石核
前期。

D 中期初頭

費B、妻C、要底 磨石石被石斧、、 石石鍬皿、、 f磨軍製部 SBO種)86子・を猷切(骨ドる出ンS K 068 円 形 2 1.9 0.5 
部D

中期初頭 炭リ化類 土ブ

S K 069 円 形 1.1 0.2 小破片 敵剥石H鍬石石、、刃磨f軍製部石、斧石核、
ijiJ期

中期初頭

S K 070 不整椿円形 1.5 
0.3 
要Bm . c 麿石、 石鎖、石核

高.r 際I

中期初頭0.2 

S K 071 情円形 2 0.2 憂C、褒Bn 白rIJ 期
1.4 

中鰐1宇刀E頁

S K 072 楕円形 l 。目9 0.15 釜破片 石銀

S K 073 
雪量B1 . B昔H日.c 

石銀
がI 期。 1.7 1.5 0.1 C -D -D 、寝底 R 
中期初頭

S K 074 。 1 0.4 

S K 075 (楕円形) (0.9+α) 0.35 
査B、妻D、婆底

石銀、 f重苦号、石核
n.r 矧

1.7 
部B 中期初頭

S K 076 。 0.8 0.1 小破片 磨石、 石皿 S B 085を切る

S K 077 隅丸方形に 0.8 0.31 。
近い円形

0.9 O i~ S K 078 不整円形 0.1 。
1.2 1:2 

S K 079 隅丸方形 1.3 1.3 0.4 イシ

S K 091 円 形 1.6 1.6 0.1 。

S K 092 
円 形 0.7 0.7 0.5 。(P 165) 

S K 093 
(P 2) 楕円形 0.9 0.8 0.1 。

S K 094 
円 形 0.95 0.85 0.3 費底部B(Pl侃)

S K 095 
円 形 0.8 0.8 0.1 小破片(Pl筋)

円
叫
U

唱
E
A



(3)聾棺墓

費棺墓は、調査区の北東端から合計 7某が検出された。この部分は、墓域の西端にあたり、

墓域は東へ広がるものと予想される。墓境および棺上部は削平により破壊されている。褒棺に

使用された土器は裏が 2個体、査

てで肝ある。

5 ';0ω0引1聾棺墓 (伊Fi培g.2幻1 PL. 5) 

調査区の北東端、最も北側に位置する。墓境および、棺のほとんどを削平により失っている。

墓墳は残存部で、長さ0.35m、幅0.3m、深さ0.1mである。棺は査を用いているが底部しか残

っていない、東側に傾けて埋置している。

5 ';002聾棺墓 (Fig.21 PL. 5) 

調査区の北東端に位置し、SJ001褒棺墓の南西に隣接する複式察椋墓である。墓墳は平面が

円形で、残存部は直径0.85m、深き0.2mである。棺は覆口式で上察に襲、下襲に口縁部を打ち

欠いた壷を用いている。削平により上衰は口縁部の一部、下費は全体の%程しか残つてない。

下護は穿孔部を下にして、ほほ水平に埋置し、その上から嚢を東に傾けて覆せ、礁で支えていた。

副葬品は棺底より管玉4個が出土した。

5 ';003.棺墓 (Fig21 PL 5) 

調査区の北東端、 SJ 007褒棺墓西側に位置する。墓横および棺の大半を削平されていた。墓

一③ 。 A _~ 
96.10m 

タ'0窃dPh  96.00m 

放タ努SJ 001 96.10m 

SJ 003 
〈匂~

SJ 002 

J~ 
、

95.80m 95.30m 

。 目 1m

Fi g. 21 SJ001・002・003・004・005蜜柑墓実測図
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壌は平面がほぼ円形で、残存部で直径0.55m、深さ0.15mである。棺は壷を用いており、底部

と胴部下半のみ残っている。棺は東側に傾けて埋置していた。

SJ ∞4聾棺墓 (Fig21 PL 6 ) 
調査区北東端、 SJ 007褒棺墓の西側に佐置する複式委棺墓である。墓墳は平面が円形に近く、

直径0.9m、深き0.6mで、西側を斜め下方に掘り下げている。棺は上嚢・下嚢ともに口縁部を

打ち欠いた壷を用いた覆口式である。下嚢はほぼ完存していたが、上衰は削平きれ、胴部上半

と底部付近が残っていた。下衰の胴部下半に穿干しがあり、棺は、この穿孔部を下にして東側に

傾けていた。棺と墓墳の隙間にlOcm-15cm程の礁を入れていた。また下衰の底部と墓墳との聞

に謹様の織物の圧痕がわずかに認められた。

5 J0051!!棺墓 (Fig.21 PL. 6) 

調査区北東端、 SJ006褒棺墓の北側に位置する単式察棺墓で、墓墳の上部は削平されていた

が棺は、ほほ完存していた。墓績は平面形が、楕円形で、長さ0.95m、幅0.9m、深さ0.55mで

ある。棺は壷を用いており、東側に傾けて埋置していた。棺と墓墳の隙間にlOcm-25cm程の喋

を入れていた。また棺の肩部に板石が落ちこんでいた。

5 J0061!!棺墓 (Fig22 P L 6 ) 

調査区北端に位置し、護棺では最も南にある。単式嚢棺墓で、西側のSK015貯蔵穴を切って

いる。墓墳の上部は削平きれていたが、棺は、ほぽ完存する。墓墳は平面形が楕円形で、長さ

1.15m、幅1.05m、深さ0.35mである。壁は傾斜し、西側の傾斜は急であるが、東側はゆるや

かである。棺は査を用いており、口縁を東側にして水平に近い状態で埋置していた。

5 J007聾棺墓 (Fig22 PL 6 ) 

調査区北東端、 SJ004費棺墓の東側に位置する複式聾棺墓である。墓墳は平面形が、楕円形

で、長き0.9m、幅0.8m、深き0.3mである。棺は、上嚢に察、下裂に口縁部を打ち欠き胴部に

穿孔した査を用いた覆口式である。下聾は完存するが、上嚢は削平により破壊され、下衰の上

部や下襲内から、パラパラの状態で出土した。棺は、穿孔部を下にしてやや東に傾けて埋置し、 、、、
95.60m 

95.00 m 

。 1 m 

Fig. 22 SJ006・007饗棺墓実測図
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ていた。 また上衰の上部に20cm-30cmの礁が置かれてあり、 この礁で上褒を支えていたと考え

られる。副葬品は棺底から管玉3個が出土した。 また石銀がl点棺底近くから出土したが、副

葬品ではなく流れこんだものである。

Tab 3 押川遺跡出土褒棺墓一覧表

遺構番号 褒棺型式

S J 001 

S J 002 複式棺・覆口式

S J 003 

S J 004 複式棺・覆口式

S J 005 単 棺

S J 006 単 特

S J 007 複式棺・覆口式

4，遺物

(1)土器

器形

上下

壷

褒壷

査

壷壷

壷

11 

婆登

墓墳(m)

長幅深

0.35 0.3 0.07 

0.85 0.85 O. 2 

0.55 0.55 0.15 

0.9 0.85 0.6 

1.15 1.05 0.35 

0.9 0.85 0.3 

方 位 傾斜 時 期 備 考

? 19' 中期初頭 削平をうけ底部のみ残存。

N -E86' -5' 前期末
上奏口縁の一部分、下裂、

底部~頭部の約%残存。

S -E78' 23' 中期初頭 底部~胴部下半残存。

N -E84' 29' 11 
上察、下褒ともロ縁部打欠

き。

S -E55' 56' 前期末
棺と墓墳の際聞に礎を入れ

ている。

S -E79' 52・ 前期後葉 S K015を切る。

N -E63' 11' 中期初頭
下褒口縁部打欠き、上褒は

バラバラで出土。

土器は、住居跡 ・貯蔵穴 ・表土層から出土したものと、埋葬に用いられたものがある。後者

については次め項で述べる。住居跡 ・貯蔵穴出土の土器は、多くは埋土から出土したもので、し

かも小破片が多い。器形は婆 ・査 ・鉢 ・高杯がある。これらを褒A・褒B・婆C ・裏D・察E・

褒底部、査A ・査B・壷c，査底部、鉢A ・鉢B、高杯の器種に分類して、各器種ごとにまと

めて述べる。なお個々の土器については一覧表に記載した。

聾A (Fig 23 PL9) 

肩部が r< J の字状に屈曲する衰で、I・II'lIIに細分できる。褒A1は口縁部と肩部の外

面に突帯を貼りつけ、これに刻目を施すもので、肩部の屈曲が強い。委AIIは口縁部がゆるく

外反し、口縁端部に刻目を施すもので、他の特徴は褒A1と同じである。委AlIIは口縁部がほ

ぼ直立するか、わずかに外反し、口縁端部外面に刻目を施す。肩部は細い突帯を貼りつけ刻目

を施すが、肩部の屈曲はゆるい。底部は円盤貼付状で裾の広がる嚢底部Bになる。器面調整は、

褒AI'AIIが貝殻条痕調整で、その後、 ナデ調整しているものもみられる。褒AlIIは丁寧な

ナデ調整が行なわれている。⑤は聾AlIIに分類したが底部が平底で口縁端部外面を肥厚きせ、
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刻目を施こしており、特異な形をしている。調整も横方向の粗いハケ目状で、他と異なる。

聾B (Fig.24・26 PL. 8・9)

口縁部がゆるく外反するもので1. n . m ・町に細分できる。事B1は口縁端部全面に
刻目を施すもので、肩が張らない。⑩は口縁部下に段がつき、この部分にも刻目を施して

いる。嚢BIIは口縁端部下半に刻目が施されるもので、口縁部の外反は嚢B1より強い。口縁

部下に一条ないし数条の沈線をめぐらすものもみられる。⑬は大型の嚢で口縁端部が肥厚し二

列の刻目が施されている。護BIIIは口縁部に刻目が施きれないもので、口縁端部がわずかに肥

厚する。肩がやや張り、口縁部下に沈線をめぐらすものや断面三角形の突帯をめぐらすものも

みられる。また@は口縁部内側に粘土を貼りつけて肥厚させている。嚢BNは口縁部がほぼ直

角に外反するものである。

底部は嚢底部Bになるが、@のように厚手で裾が聞く上げ底の底部(嚢底部C)をもっ。の

もある。器面調整は、口縁部付近がヨコナデ、外面がハケ目で、ハケ目調整後ナデ消したもの

もみられる。

聾C (Fig 28 PL 9 ) 

逆L字状に近い口縁部をもち、口縁部下に一条の断面三角形の突帯をめぐらす。口縁部と突

帯には刻目を施すものが多い。口縁部上面はほほ、水平だが、@のようにわずかに凹むものもみ

られる。肩がやや張る。底部は嚢底部Cや嚢底部Dになる。器面調整は、口縁部および突帯付

近がヨコナデ、胴部はノ、ヶ目である。

聾D (Fig28 PL8・9) 

断面三角形に近い口縁部をもつもので、外反する口縁部の内側に粘土帯を貼りつけたものや、

口縁部外側に粘土帯を貼りつけたものがある。口縁部上国はほほ、水平で、肩が張る。口縁部の下に

一条の沈線をめぐらすものや、断面三角形の突帯を貼りつけたものがみられる。底部は嚢底部

Cや嚢底部Dの厚い上げ底になる。器面調整は外面がハケ目で、内面はナテである。

聾E (Fig 28 PL 9 ) 

大型の嚢で、数点出土した。口縁部は逆L字状で、粘土を貼りつけ肥厚させている。口縁端

部に 2列の刻目が施されている。要棺の破片の可能性がある。

聾底部 (Fig.29 PL.8) 

嚢底部は形態により嚢底部A・嚢底部B・嚢底部C・嚢底部Dに分類できる。嚢底部Aは円

盤貼付状の底部で裾が広がる。器面調整はナデである。護Aの底部になる。

嚢底部Bは平底か、ゆるい上げ底で、底部からそのまま聞き胴部へ立ち上がる。器面はハケ

目調整が行なわれ、内面には指頭圧痕が残る。嚢Bの底部になる。嚢底部Cは厚い上げ底で、

裾がやや聞き角ばる。底部からくび、れて胴部へ立ち上がる。器面はハケ目調整が行なわれ内面

は指頭圧痕が残っている。嚢C・嚢Dの底部になる。嚢底部Dは厚い上げ底で、裾が強く聞き

角は丸い。底部からくび、れて胴部へ立ち上がる。器面はハケ目調整が行なわれ内面は指頭圧痕
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が残っている。婆C・褒Dの底部になる。

PL8・9) 壷A (Fig25 

口縁端部が外側に肥厚するもので、頭部から肩部にかけて、口縁部が端部近くで強〈外反し、

ゆるく傾斜し肩が張る。@は頚部と肩部との境に二条の沈線をめぐらし、その下に沈線で複線

山形文を施している。底部は査底部Aになると思われる。器面は外面を研磨している。
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壷B(Fig 25 PL 9 ) 

口縁部がゆるく外反し、口縁部外側が肥厚するもので査B1・査BIIに細分できる。査B[

(⑭)は小型の壷で、口縁部と頚部の境が屈曲し、口縁端部がやや尖る。査BIIは外反する口縁部

の外側に粘土を簿〈貼り、肥厚させており、口縁部と頚部の境には明瞭な段がつく。ロ縁端部

は丸味をおびている。⑬は口縁端部下端に刻目がみられる。肩部に、へラや貝殻腹縁による羽

状文が施されている。底部は壷底部Bになる。

壷C(Fig 25 PL 9 ) 

口縁部が強〈外反し、胴部は球形に近く、最大径がほぼ中位にある。頭部と肩部の境には、

断面三角形の貼付突帯をめぐらしている。口縁部の形態により 2つに分類できる。壷C1は口

縁部を肥厚させないもので口縁端部は丸〈仕上げている。査CIIは口縁部内側に粘土を貼りつ

け肥厚させたものである。器面はへラ磨きやナデ調整が行なわれている n 底部は査底部Cにな

る。

聾底郎 (Fig25 PL9) 

査底部は、 A・B.Cに分類できる。査底部Aは平底で、底部と胴部下半との境が明瞭につ

くもので形態によりA1とAIIに細分できる。 A1は厚い平底で底面のっくりが雑なもの(⑧、

@)、 A II はやや上げ底で簿手のもの(~、@)で、後者は裾が丸味をおびている。器面は縦方向

のへラ磨きやナテ調整が行なわれている。壷底部Bは、わずかに上げ底で、底部と胴部下半と

の境がわずかにつくものである。査底部AII、査底部Bは、査A、査Bの底部である。査底部

Cは薄手で、平底か、ゆるい上げ底で、底部と胴部下半との境がはっきりしないものである。

器面はへラ磨きやナテ調整が行なわれている。査Cの底部である。

高杯 (Fig24) 

高杯は合計4点で、みな小破片である。⑩は杯部で杯体部の途中で屈曲して、口縁部が強〈

外反する。⑩は杯部で内側を肥厚きせている。図示してないが、他に脚部の破片がみられる。

董 (Fig24)

l点出土した。嚢の蓋で裾が強〈外反し、端部がやや角ばる。
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(2)埋葬に用いられた土器 (Fig30・31 PL 7 ) 

検出した 7基の嚢棺墓の棺に用いられた土器は10個体分あり、そのうち嚢が2個体で、他は

査である。

察は SJ 002察棺墓上婆と SJ 007褒棺墓下婆である。前者は、査の発達したもので口縁部の内

側に粘土を貼りつけ肥厚させ、外面に 2亨IJの刻目を施す。口縁下に 3条の沈線をめぐらしてい

る。器面は研磨されている。後者は先述の饗Cにあたり、口縁部に小きな刻目を施し、胴が張

る。口縁部下に 2条の沈線をめぐらしている。器面はナデ調整が行なわれている。

査は、 SJ 001・SJ 002下妻 ・SJ 003・SJ 004・SJ 005・SJ 006. S J 007下奏である。SJ 

001は残存状態が悪く器形は明らかでない。SJ 002下察は肩が張り、頚部と肩部の境に l条の断

面三角形の貼付突帯をめぐらしている。胴部に焼成後、外から内に向つての穿孔がみられる。

S J 003は底部が、やや上げ底である。SJ 004は上・下裂とも口縁部を打ち欠いている。下婆は胴

が長〈底部は上げ底である。底部近くに焼成後、内側から外側に向かつての穿孔がみられる。外

面に細かいハケ目調整がみられ、内面は下半部がナデあげ、上部はナデ調整が行なわれている。

S J 005は完形品で、口縁部が外反し、口縁部外側と内側に薄い粘土を貼りつけ肥厚させている。

頭部から肩部にかけて、ゆるくくびれ、その境に小きな断面三角形の貼付突帯をめぐらし、こ

れに小さな刻目を施している。胴部がやや張り、底部は厚手の上げ底で、胴部との境が明瞭に

つく。器面は口縁部付近がヨコナデ、外国へラミカ、与で内面はナデ調整が行なわれている。頭

部内面と外面の口縁下に、わずかにハケ目が残っているつSJ 006は完形品で、外反する口縁部

の外側に薄い粘土を貼りつけ肥厚させている。頚部は広く、この査は棺用に作られたものであ

る。胴部は長〈、底部は平底である。全体に薄手で、器面は外面を、入念にへラミカ、、キしてお

り、内面はナデ調整が行なわれている。底部外面近くと、頚部内面に細いハケ目が残っている。

S J 007下褒は、口縁部を打ち欠いている。頚部と肩部の境に小さな断面三角形の貼付突帯を 2条

めぐらせ、これに細かい刻目を施している。肩部は張らず、底部は平底で、胴部との境は、は

っきりしない。器面はナデ調整である。胴下半部に焼成後、外側から内側に向つての穿孔がみ

られる。

(3)管玉・土製品 (Fig32) 

管玉は合計7個出土した。①~②がSJ 002、③~⑤がSJ 007察棺墓からである。長き0.75cm

-0.9cm、直径0.3cmと、みな小型である。色調は淡青色で、風化がはげしい。⑥は有孔の土製品で、

ほぽ中央に孔がある。S8088住居跡近くから出土した。直径1.9cm、厚き0.7cm、色調は暗褐色

である。⑦ は土器片を利用した有孔円盤で表土層出土である。復元径5.4cm、厚き0.5cmで外面

に2条の沈線がみられる。

円
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Tab 4 押川遺跡出土土器一覧表 註)法量の単位はcm①口径②器高③胴部最大径④底部径

番号 図版番号 器種 出土地 色調 法量 形態の特徴 手法の特徴

I PL ・9① 鉢B S K 040 暗黄褐色 CD24.4 口線がゆるく外反、肩部が屈曲 外面ナデ、内面横方向のヘラ磨き

2 ~A 1 S K 050 黒 色 ①24.3 
肩部が屈曲し、口縁部と肩部に

内・外面ナデ、突帯部ヨコナデ。
刻目突帯をもっ

3 。 費 AII 表土層 時褐色 1)17.6 
肩部が屈曲し、口線ゆるく外皮、

口緑と肩部に刻日を施す
外面ナデ、内面ナデ、口縁部、突帯都ナデ

4 S K 011 暗黄褐色 CD25.3 
内・外面ヨコナデ、内面に指頭圧痕が残。 イシ 4シ

ぞ〉 る

褐色~
② 26 口縁部肥厚し、屑部がわずかに

口緑部突帯ヨコナデ、外面ノ、ヶ日後ナデ、
5 PL ・8② 費 AID S P 084 

黒褐色
① 28 屈曲L突帯をめぐらすrJ縁部と

内面指頭庄調整後ナデ
④ 8 肩部に刻Hを施こす

6 費A 表土層
暗褐色~

③25.2 肩部に刻fl突帯をもっ 内外面ナデ
黒褐色

7 イシ 表土層 暗褐色 @22.3 " 内面ナデ

8 PL ・9② 壷・底部A S K 011 赤褐色 ④ 10.2 平氏、相雑なっくりである 外面へフ磨き、後丹ぬη指頭圧痕が残る

9 イシ 費・底部A S K 055 ④ 7.6 Pl盤貼付状の底部 外面ナデ、内面指頭圧調整後ナデ

10 ~ S K 040 赤褐色 ④ 9.7 4シ 内外面ナデ

11 。 。 S K 035 褐 色 ④ 10.2 ぞ〉 外面ハケHのあとナデ、内面ナデ

12 鉢A P 194 
日音褐色~ 日縁部が強〈外反し端部が肥厚

黒褐色
.1縁部ヨ コナデ

する

13 PL ・9① "シ 表土層 褐 色 " 外面ヘラ磨き、内面ナデ

14 鉢B S K 011 黄褐色
肩部が制的し、口縁部はゆるく

外反する
内外面ヨコナデ

15 PL ・9① イシ S K 054 時黄色 外面にナデ、下部内面条痕後ナテ

16 イシ S K 054 イシ '〆 外面横方向の条痕調整、突帯ヨコナデ

17 ク 褒AI 表土層 時褐色 iI柑部外面に刻"突帯をもっ 内外面ナデ

18 S K 054 黒褐色
外面検方向の条痕調整、突帯ヨコナデ、。 イシ " 内面丹塗り

19 。 イシ S K 055 黒 色 間昔日に刻'1突帯をもっ 内外面ナテ¥突帯情ナデ

20 イシ イ〉 S K 043 暗黄褐色 今 内外面ナデ、突帯横ナテ

21 イシ S K 040 黄掲色 今 内外面ナデ

22 イシ P 128 黒褐色 今 外面横方向のハケ日調整後ヨコナデ

23 褒AID 表土層 時褐色
r.j線部がわずかに反外し刻十1を

施す肩部に刻十l突帯をもっ
外面横方向の条痕後ナデ内面ナテ

24 PL ・9① 委AID S K 011 黒褐色
口縁部がわずかに外反L刻日を 外面横方向の条痕後ナデ

施す肩部に刻円突帯をもっ 内面ナデ

25 S K 040 暗黄褐色
肩部がわずかに開曲し刻円を施

内外面ナデイシ

す

26 PL ・9① イシ 表土層 褐色 '. 内外面ナデ

27 壷B S B 081 淡褐色 屑部に l呆のi:t線をめぐらす 磨めっ Lでむり調整不明

28 PL ・9@査BII S B 082 黄褐色
肩部に2呆のi士線とへラによる

羽状文をめぐらす
外面へラ磨き、がl面指頭圧調整後ナデ

29 S K 052 褐 色
肩部にn殻腹縁による羽状文を

外国ヘラ磨草、内面ナデイシ イシ

めぐらす

30 。 表土層 黄褐色 '. 外面ヘラ瞬き

31 表土層 赤褐色
肩部に2条のit線とへラによる

外面へラ磨きク

羽状文をめぐらす

32 。 表土層 黄褐色
屑部に貝殻腹縁による羽状文

めくらす
外面へラ磨き、内面ナデ

33 。 S K 055 褐 色 肩部に5条のi:t線をめぐらす 外面、繍方向のへラ磨き内面ナデ

34 褒B1 S K 052 暗黄褐色 rli昔f崩部外側に事IJHをr也す 内外面ナデ

35 褒B1 S K 052 黒褐色
日緑がゆるく外皮、 rJ縁端部全

而に刻flを施す
外面ハケ日、内両横方向のハケfI

36 今 S K 052 褐 色 。 内・外面ナデ

37 PL ・9⑤ イシ イシ S K 055 暗褐色 '. 内ー外面ナデ

38 。 イシ S L 055 時黄褐色 '. 内・外面ナデ、内面に指頭庄痕が残る
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番号 図版番号 器種 出土地 色調 法量 形態の特徴 手 法の特調

39 PL ・8@ 費B1 時褐 色 表土層 口縁部外面が肥厚し刻引を施す 口縁部ヨコナデ、外面ハケ日、内面ナデ

口縁部が由るく 外反、口線端部

40 。 ク 暗褐色 S K 073 全面に刻 ~I を施す。 口線下に段
口縁部ヨコナデ

がつき刻同を施す

41 費Bll
口縁部がゆるく 外反、口線端部

口縁部ヨコナデ、 外面ハケ阿。 。
下半に刻Rを施す

42 イシ P 19 褐 色 口縁部がゆるく 外反 口縁部ヨコナテ¥外面ハケ円、内面ナデ

43 表土層 暗褐色
口縁部がゆる く外反、口総部下

外面ハケnイシ

に2条のi;t線をめぐらす

44 PL ・9 査B1 S B 085 黄縄色 ①10.4 
口縁部が外側に聞き、口縁部と 内外面研磨Lている

顕部の境がはっきりつく 内面丹塗η

45 イシ 壷 A P 248 黒褐 色 ① 12 口縁部が外岐し、端部が肥厚する 口縁部ヨコナデ、内面ナテ・

46 。 。 表土層 褐 色 ①13.6 " 割強不明

47 PL ・8① S B 043 黒褐 色 ① 11 
口縁部が外皮、肩部に2粂の枕 外面なでている。。
線と権合線山形をめ ぐらす 内面ナデ、内面に指頭fF.痕が残る。

48 壷 Bll S B 085 黄 褐色 ①18.6 口縁部外側が肥厚し段がつく 口縁部ヨコナテ

49 PL ・9③ S B 083 赤褐色 ①28.2 
口縁部外側が!E口線端部下半に。 口車暑音Eヨコナデ
刻日を施す

50 。 査C1 P226 時赤褐色 ①16.8 口縁部内側が肥厚する 口縁部ヨコナデ、外面研磨

51 ク S K 055 淡褐 色 ① 14 。 口緑部ヨコナデ、内外面ナデ

52 。 S K 027 黄褐 色 ①12.4 ゐ まめつのため調整不明、丹血りのa足跡がある

53 PL ・9③ 査Cll S K 055 明黄褐色 ①11.6 
口緑部が外反、 頭部に断面のふ

角形の突帯をめぐらす
口線部ヨコナデ

M PL . 9@ 牽C S K 017 黄褐 色 頭部に断面三角時初〉突帯をめぐらす 外面頭部ヨコナデ、外面丹塗η

55 イシ 壷・底部A P47 赤褐色~④ 
7 底部は円鍛貼付状で目阿部下半と

黒色 のI寛が明H輩、わずかに iげ底

56 イシ P B 084 
灰黄色~

褐色
④ 7.8 底部は厚く わずかに 1'.lf底 外面研磨、内面指頭庄鯛繋後ナデ

57 PL.9④ 壷・底部B S B 081 淡褐色 ④ 7.8 " 外面研磨、底部ヨコナデ、内面庇商ナデ

58 。 S K 052 褐 色|④10.6 " 外面ノ、ヶ日後ナデ、件I商 底蘭ナデ

59 壷・底部A S K 051 赤褐色 ④ 18 底部は大きく平底て粗雑なつ〈 り 外福ヘラ磨き、底面、内閣ナデ、宮崎丹塗り

60 壷・底部B S K 067 
黄褐色~

底部は大きく 上It~ 9幅削曹、内面ナテ'
灰補色

61 PL .9④ 牽 ・底部C S K 053 黄褐 色 ④ 4.3 
底部I!'I、さく部くわずかにJけ啄、

胴部下半との1貴州主っきり L"い
外面斜方向のへラ磨き、丹塗り

62 。 S B 085 褐 色 ④ 8.4 腹部は平底 内外面ナデ

63 PL'lO@ 。 S K 027 黄褐色 ④ 4.8 底部は小さ 〈わずかにIげ底、
胴部下半との境州主っきηLない

外面ナデ、内面指頭圧調整後ナゼ

64 ク S K 063 灰褐 色 ④10.6 " まめつのため調整不明

65 費B1 S B 083 褐 色 ①20.8 
口縁部が申る く外反、口縁端部

に却mを施す
口縁部ヨコナデ、外面ハケ問後ナデ

66 PL ・9⑤ イシ 。 暗褐色 ①20.4 " 
口縁部ヨコナデ、外商ハケ問、内面ナデ|

て磨いている

67 。 S K 062 灰褐色 ①22.2 " 内 外面ナデて磨いている

68 。 S K 053 黒褐 色 ①125，6 . 外面ハケ円、内面ハケ同

69 要B1 S B 085 褐色~①18.8 
口縁部がゆるく 外反、口縁端部

口緑部ヨ コナデ
黒色 に刻目を施す

70 PL ・9⑤ 費Bll S B 084 
黄褐色~

①21.7 
口縁部がゆるく 外反、口縁部端

外面ヨコナデ
黒褐色 下半に韮1mを純す

71 。 。 暗褐色 ①19.6 " 口縁部ヨコナテ

72 PL'9⑤ 。 。 時褐色~①16.2 名シ 口縁部ヨコナデ、外面ハケ開後ナデ
黒褐 色

I 73 。 S B 085 褐色~ 4シ 口縁部ヨコナデ、外面ハケ何、内面ナデ
黒褐 色

口一カに何 口「

74 。 S K 032 時黄縄色①22.4 下半に刻目、口縁部下に l条の 口縁部ヨコナデ、内 外面ナデ
枕線施す
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番号 図版番号 器種 出土地 色調 法量 形態の特徴 手法の特徴

75 安Bn S K 052 黄褐色 ①28.6 

口縁部がゆるく 外反、ロ縁部下

半に刻目、口縁部下に3条の沈

線施す

口緑一部ヨ コナデ、 外面、 ハケ目、内面、

指頭圧調整後、ハケ目

76 S K 053 ①29.1 
口縁部ヨコナデ、外面ナデ、

イシ イシ

指頭圧銅盤後、ハケ目

77 PL ・9⑤ S K 055 時黄褐色 ①23.6 
口線がゆるく 外反、同がややは

イシ 口縁部ヨ コナデ、内外面ナデ
る。口縁部下半に刻目を施す

78 。 S K071 黒衡色 ① 25 口縁が由るく 外反、口線端部下
端に刻日を~す

口縁部ヨ コナデ

口縁部がゆるく 外反、口線部が

79 P L' 9⑦ 。 S K 036 時黄褐色 ①41.4 肥厚L.刻目を施す。口縁部下 口縁部ヨコナデ、内 ・外面ナデ
に1条のit線をめく'らす

80 PL '9⑧ 要Bffi S K 061 暗黄褐色 ①32.6 
口録部がゆるく外反、口縁部下

に2条のi:t線をめぐらす
ロ縁部ヨコナデ

口縁部が坤るく 外反、府がやや

81 PL ・8④
S B 088 赤褐色~ ①24.4 強る。口械部下に l条の沈線を 口縁部・底部ヨコナデ

イシ

(p 181) 褐 色 ②30.3 めぐらす 。底部はI草<Jけ'肢で 外面ハケ目、内面ナデ
裾がゆるく広い

貧縄色~
口縁部がゆるく 外反.肩がやや

82 P L . 8③ 
。

① 291綴る。口線部下に 2条の沈線め。
(p 183) 褐色

口縁部ヨコナデ、外面ハケ目、内面ナデ

くらす

黄褐色~
口縁部がゆるく 外反、口線描部

83 P188 ① 28 下半に刻目を施す口縁部下に l
口縁部突帯ヨ コナデ、 内面上部ハケ目、。

褐色
来の突帯をめぐらす

下部ナデ

84 
S B 088 
暗褐色 ① 30 

口縁部がゆるく 外反、口縁部下 口縁部ヨコナデ、外面ハケ目、。 イシ

(p 183) に1条の突帯をめぐらす 内部上部ハケ目、下部ナデ

85 。 S B 082 黒 褐色 V16.2 小型の費.口線カ神る〈外反する 口縁部ヨコナデ
86 イシ S K 055 時黄縄色 " 外面ナデ、内面指頭圧鋼墜後ナデ

87 。 S K048 貧褐色 ① 26 口線部がゆるく 外反し、 内側が
肥厚、口縁部下に

外函ハケ目、 まめつ

88 PL ・9⑧ 今 S K 023 時 黄褐 ①25.3 l条の突帯、口縁部が強〈外反 口緑内外ヨコナデ、外面ハケ目、内面ナデ

89 4シ S K 035 ①27.6 
口縁部がほぼ直角に外反、腕が

イシ イシ 口緑内外ヨコナデ、 外面・ 内而ナデ
やや張る

90 今 P 83 赤褐色 ①25.2 " ロ緑部ヨコナデ

91 S K 073 黒 褐色 ①30.3 
口緑部ヨコナデ、外面ハケ目後ナデ、内

今 4シ

面ナデ

口付部が逆L 字状で外側に刻 ~I

92 P L .9⑥ 要C S K 035 褐 色 ①27.3 を施す。口線部下に突帯をめぐ 外面上半ヨコナデ、下半ナデ、内面ナデ
らす

93 '" S K 046 時黄褐色 ① 28 
.， 口縁部 外面 ヨコナデ、内面ナデ

94 。 S K 016 時褐色 1)31.6 " 外商ヨコ ナデ、内面ナデ

95 イシ S K 064 暗赤褐色 ① 25 。 内 ・外面ヨ コナデ

96 P L .9⑦ 褐色 ~ ①27.6 
口線部下に突帯をめぐらし、刻 突帯ヨコナデ、外面ハケ目、

イシ 。
暗褐色 日を施す 内面指頭庄調整後ナデ

日給部が逆L字状で外側に刻11

97 。 ろ》 S K 026 黄 褐色 を胞す。口線部下に突帯をめぐ 口縁部、突帯ヨコナデ、 内面ナデ

らす

98 S K 064 時褐色
大形費、口線が肥厚L.二重の。
刻日を施す

99 PL ・9⑥ 要D S B 85 淡灰縄色 ① 29 
口線が強〈 外反し、口付部下に

1条の枕線をもっ
口縁部ヨコナデ、外面ハケ日後ナデ

口柑が強 〈外反し、内1刊lに粘土

l∞ 。 S K 017 黒 褐色 ①22.4 を貼りつけ、肥即させているω 内 ・外面ヨコナデ
月同がd世る。

101 。 費D S K 018 黒 褐色 ①22.2 今 口線部ヨ コナデ、外面ハケ目、内面ナデ

l位 S K 045 淡掲色 ① 26 
口線部ヨコナデ、外面ハケ悶、。 4シ

内面ハケ ni圭ナテ'
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番号 図版番号 器種 出土地 色調 法量 形態の特徴 手 法の特徴

103 PL.9⑥ 雪量D S K 053 灰黄色 ① 25 
粘土帯貼りつけによる断面三角

ロ縁部ヨコナデ、外商ハケ目、内面ナデ
形の口縁部をもっ

l悦 褐 色 ① 27 
粘土鮎りつけによる断面。口帯

口縁部、突帯ヨコナデ、内面ナデ砂 。
縁部下に突帯をもっ

105 S K 064 淡褐色 ④11.6 
口縁部が強〈外反し、内側に粘

内・外面、研磨しているイシ

土を貼りつけ、 肥厚させている

106 S K 016 褐 色 ①25.8 
口縁部が強〈外反 L、内側に粘 日縁部付近ヨコナデ.。
土を貼りつけ、胴が張る 外面ハケ目、内面ナデ

107 PL .10① 要底部B S B 083 暗褐色 ④ 9 底部はわずかに上げ底 外面ハケ目、内面・底部ナデ

108 。 S B 084 淡褐色 @10.2 底部は摩〈上け'底 内面、指頭圧調整後ナデ、底面ナデ

S B 085 
貧褐色~
④ 9.5 " 1ω 。

淡掲色
外面ハケ目、内面底面面ナデ

110 。 S K 027 暗黄褐色 ④ 9.6 底部はうすくJけ'底 外面ハケ目後ナデ、内面ナデ

111 イシ S K 051 黄掲色 ④ 7.2 底部はうすく、わずかにJげ底 外函ハケ問、内面ナデ

112 S K052 暗褐色 ④ 7 底部は厚〈上げ底
外面ハケ目、底面ナデ、

イシ

内画指頭圧調整後ナデ

113 イ少 S K053 褐 色 ④ 7.4 薄い平底 外面ハケ目、底面ナデ

114 P L .10② ~ S K 061 明黄褐色 ④ 6.7 底部は薄〈平底 外面ハケ問、内面指頭圧鯛務後ナデ

115 P L .10④ 。 S K 062 淡褐色 ④ 7.8 底部は厚くわずかに上け'底 外面・底面ナデ、内面指iJi圧鯛按後ナデ

116 。 S K 067 。 ④ 8.2 底部は薄くわずかに上げ底 調聖書不明

117 P L .8⑥ 。 P211 赤褐色 ④ 8底部は厚い平底 外面ハケ問、内面、底面ナタ

118 要底部C S K 016 赤褐色 ④ 6.7 
部厚い底部で裾がわずかに広が 外面ハケ目、底部ハケ日後ナデ、内面

りJ:lf底 底面ナデ

119 イシ イシ 赤褐色 ④-6i1 4シ

120 イシ 。 褐 色 ④ 5.7 。 外面ハケ日後ナデ、内面ナデ

121 S K 021 明黄褐色 ④ 6.4 
外面ハケ日、。 。
内面指頭圧調整後ナデ

122 P L .10⑤ 。 S K 033 黄褐色 ④ 6.5 。 外面ハケ問後ナデ、内面指頭庄網野後ナデ

123 P L .10⑥ イシ S K 035 赤褐色 ④ 6 。 外面ハケ目、内面ナデ

124 S K 024 黄褐色 ④ 7.5 
部厚い底部で裾が強〈広がり I

外面ハケ阿後ナデ、内面 ・底面ナデイシ

げ底

125 PL.lO③ 。 S K 035 赤褐色~④ 9.6 外面ハケ岡、内面ナデ
黄褐色

。

126 PL.lO⑦ イシ S K 041 赤褐色 ④ 9.2 〆， 内面 底面ナデ、外面に指頭圧痕が残る

127 PL.lO@ 。 黄掲色 ④ 9.8 
外面ハケ目、底面ナデ、

イシ " 
内面指頭圧調整後ナデ

128 イシ S K 057 黄褐色 ④ 8.0 
外面ハケ岡、内面指頭圧鈎盤後ナデ、底

4シ

面ナデ

129 イシ S K 068 淡掲色 ④ 7.2 。 外面ヨコナデ

l初 品 杯表土層 淡褐色|① 27 仁草創号室〈世阪L、府カ咽曲する 口縁部ヨコナデ、内面ヨコナゼ

131 蓋 S K 017 黒褐色 ①24.4 裾部が強〈外反 内・外面ヨコナデ
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(4) 石器

石器は、住居跡・貯蔵穴・表土層から出土した。弥生時代のものと縄文時代から弥生時代に

かけてのものがほとんどである。種類は磨製石鉱・片刃石斧・打製石斧・挟入片刃石斧・磨製

石斧・石包丁・石錘・磨石・砥石・石皿・敵石・石銑・撞器・石錐・石核などがある。他に旧

石器として、ナイフ形石器・台形様石器・細石器・削器・剥片尖頭器などがあるが、遺構に伴

うものではない。

磨製石鎌 (Fig33 PLll) 

合計3点あり、みな茎をもっている。鎌身は小型で三角形のものと柳葉形のものがあり、断

面は菱形である。茎は長〈、断面は柱状のものと楕円形に近いものがある。石質は頁岩である。

片刃石斧 (Fig33 PL1l) 

20点ある。平面は長方形で、刃部の幅が広く扇平なものと、刃部の幅が狭く厚手のものがあ

る。刃部は約45度の角度をもっ。刃部が両刃に近いものもある。刃部には刃こぼれがみられる。

また⑥は基部近くが紐ずれにより凹んでいる。石質は頁岩である。

挟入片刃石斧 (Fig3 PL1l) 

4点あり、うち 2点は未製品である。断面が四角形で、刃部は約60度の角度をもっ。⑬は刃

部および体部の一部を磨いている。体部に蔽打面が多く残っている。⑬⑫は未製品で、⑬は敵打

まで終了した完形品である。石質は玄武岩である。

石包丁 (Fig33 PLll) 

1点ある。大型の石包丁で形は半円形に近い。未製品で、 2ヶ所に穿孔があり、一方の孔の

部分で折れている。周聞を打ち欠いて形を整えている。上部は平坦で、、刃部は両面から剥離を

行っている。石質は粘板岩である。

打製石斧 (Fig34 PL 11) 

1点ある。扇平な打製石斧で基部を欠損し、また全体に磨滅している。石質は玄武岩である。

磨製石斧 (Fig34 PLll) 

合計20点ある。@は小型で、、やや薄手だが@-@は太型蛤刃のものである。みな欠損品で、

刃部を欠くものが多い。刃部付近のみ磨いており、他は蔽打のまま残されている。石質は玄武

岩で、今山産のものが9点みられた。

⑬は扇平な石斧で、薄手である。全体に剥落がはげしく、刃部を欠損している。表の一部に

のみ磨製面が残っている。

石錘 (Fig33 PL 11) 

1点ある。円礁の両端を打ち欠いた。いわゆる礎石錘とよばれるもので、石質は安山岩である。

磨石 (Fig35 PL12) 

合計107点あり、うち71個がほぼ完形品で、一覧表に記載した。形はほとんどが円形・楕円形

である。大きさは、長き 7cm程の小型のものから長さ20cm以上の大型のものまである。概して

10cm-15cmのものが多い。ほとんどが両面を使用しており、周囲は叩いて使用している。また

中央部も使用して凹んだものが多い。

日
可
d
η
J
 





敵石 (Fig36 PL12) 

玄武岩や安山岩の円礎や縦長の礁を利用しており、先端部およびその周辺に敵打痕がよく残

っている。

砥石 (Fig36 PU2) 

5点ある。砂岩製で、@は両面を、@は周辺をすべて利用している。@は使用面に溝状の痕

がついている。

石皿 (Fig36・37 P L12) 

36点ある。ほとんどが砂岩製で、安山岩製のものもある。小型品と大型品に分けられる。小

型品は長さ20cm前後で片面のみ使用している。大型品は、長さ30cm-38cmで、片面のみ使用した

ものと両面使用したものがみられる。使用面は凹むものが多い。

石鍬 (Fig38 PLll) 

遺構内から約300点、表土層、その他から約400点の合計約700点出土した。ほとんどが黒曜石

製で、サヌカイト製は12点である。完形品もしくはそれに近いもの245点について計測表を載せ

た。形態により A・B・C.D.E.F.Gに分類できる。

Aは2点ある。基部の扶りが深いもので、①は側辺がジグザグで、②は鍬型鍛である。

Bは基部に浅い挟りのあるもので54点ある。形は整った正三角形か二等辺三角形で、剥離は

丁寧で、、脚の先端が尖る。

Cは基部の挟りがないか、あってもごくわずかのもので、 203点ある。形は正三角形、二等辺

三角形、五角形のものがみられる。剥離は Bに比べると雑である。

D は235点ある。基部の挟りが全くないもので、基部が丸味をおびるものもある。形は不整三

角形・五角形で剥離は雑である。

Eは局部磨製の石鎌で、 15点ある。研磨は剥離後行なっている。形はB.Cに近いが、全体

に小型品が多い。

Fは3cm以上の大型の石鍛で、 22点ある。形は不整三角形で、厚手である。粗雑な剥離がな

されている。石話としての用途も考えられる。

Gは形が柳葉形のもので、黒曜石製が 5点とサヌカイト製が13点ある。大型品は石錨として

の用途が考えられる。

掻器・石匙 (Fig39 PLll) 

210点あり、うち黒曜石製130点、サヌカイト製81点である。黒曜石製のものは小型で、サヌカイ

ト製のものは大型で、ある。縦長剥片・横長剥片・不定形剥片を素材とし、これに剥離を施こし刃

部を形成している。
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Fig.34 押川遺跡出土石器実測図(2)
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石錐 (Fig38 PLll) 

黒曜石製のもの 3点とサヌカイト製のものが2点ある。形は三角形で、先端が長くて尖る。

@は先端部のみに加工を加えている。

つまみ形石器 (Fig38P U1) 

l点ある。黒曜石の剥片に挟りを入れて折った基部側で、はあるが両面から剥離がおこなわれ、

これ自体、掻器として利用している。

サイドプレイド (Fig38 PLll) 

1点ある。黒曜石の縦長の剥片を素材とし両面から入念な剥離を行なっている。

異形石器 (Fig38 PLll) 

打面の残った黒曜石の剥片を利用し、 5ヶ所を突出させた特異な形をしている。用途不明の

石器である。

石核 (Fig38 P U1) 

約450点ある。みな、剥片を取った残りで小型で、ある。円喋・角喋を利用し、不規則に剥片を

取っている。主に石搬を作るために利用したと思われる。すべて黒曜石である。

旧石器 (Fig 40 PL12) 

ナイフ形石器

14点ある。 1点のみチャート製で他は黒曜石製。縦長の剥片を素材とし、刃潰しは、周囲の

見程にみられるものと、%程にみられるものがあり、@は基部の主要剥離面側にも加工を施こし

ている。@は非常に小型で、また⑮は石刃状の剥片の一部分にのみ刃演をおこなっている。刃

部には刃こは‘れがみられる。

台形様石器

1点あり(@)、黒曜石製である。不定形な剥片を素材とし側辺に刃潰しがみられる。

細石刃・細石核

細石刃は 3点あり、(@-@)みな黒曜石製である。長方形で表面に 1条-2条の稜が縦に走

る。⑪は完形品で打面を取り去っている。細石核は 1点ある。黒曜石製の舟底形の石核で、打

面と剥離面との角度は約60度である。

彫器

1点あり、黒曜石の厚手の縦長剥片を素材としている。上端に彫器面を作成するための打面

調整がみられる。また側辺の角も利用しており、使用痕が残る。

制片尖頭器

1点あり、(@)サヌカイト製の未製品である。先端に自然面を残す。縦長の剥片を素材とし、

打点側に両側から剥離を行ない茎部を作成している。

刃器状tlJ片

10点あり、みな黒曜石である。@は縦長の剥片で側辺に使用による刃こぽれがみられる o

掻器

⑬は石核の残りを利用したもので1側辺に剥離を行ない刃部を形成している。@はやや扇平

な円喋の上部を剥ぎ取り ここを打面とし、下方に向って剥離を行ない、厚い刃部を形成して

いる。

石核

@は縦長の剥片を取る石核で、サヌカイト製。打面には打面調整がみられ、打面と剥離面の

角度は約60度である。@は打面を再生する際取り去った剥片である。黒曜石製。
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Fig.35 押川遺跡、出土石器実測図(3)
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Fig.36 押川遺跡出土石器実測図(4)
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-46-



会l塾!劃事-!劃-A!観
劇劃劇劃劇轟~劃
b塾!劃傘|劃番{舎!

wb轟¥ 金総lj-91

101 

O 5 10cm 

Fig.38 押川遺跡出土石器実測図(6)
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Fig，39 押川遺跡出土石器実測図(7)
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Tab 5 押川遺跡出土石器一覧表

番号 霊草 種 類 出土地 石 材 長bnI 幅凶 厚凶 重kl 午寺 微

1 PL ・1磨製石鍬 S K 059 頁 岩 4.5 1.4 0.6 5.0 
鎌身は小さく断面ひし形茎の先端をわず

かに欠損

2 。 S B 088 5.8 1.8 o. 6 7.5 
柳棄形銀身の断面は菱形、鍛身の先端と

イシ '/ 

基部を欠損

3 。 表土層 。 7.3+α 2.0 0.6 10 。 茎欠損

4 。 片刃石斧 。 。 3.7 1.8 0.6 10 短冊形

5 。 イシ S K 052 。 5.0 2.4 0.75 16 短冊形刃部に刃こぼれあり

6 。 4シ 表土層 。 8.6 1.5 1.1 22 基昔日近くに紐ずれにくぼみがみられる。

7 イシ 。 。 8.9 1.6 1.6 完形、刃部に刃こぼれあり

8 。 。 S K 041 イ〉 5.9 2.5 0.95 26 完形、刃部に刃こぼれあり

9 。 イシ イシ 6.5 1.1 1.2 15 ほぼ完形

10 。 ク ク 4.6+α 1.1 0.8 9.0 基部を欠如

11 イシ ク 表土層 イシ 4.75+α 2.4 0.7 15.0 ペシ

12 。 ク 表土層 イシ 4.0+α 1.6 1.0 12.5 。

13 。 石包丁 P 250 粘板岩 8.8+α 9.1 1.1 15 4 未製品、大型石包丁

14 。 石 錘 P 27 安山岩 6.6 9.2 2.1 230 両端を打ち欠いた機石錘である

S B 081 
玄武岩 6.1+ 2 2.35 

体部にf高打面を残す。刃部に刃こぼれが
15 。 扶入片刃石斧 3.15 

みられる

16 ペシ ク P71 ペシ 12.5 3.6 2.8 200 未製品、敵打まで終了している

17 。 P 185 イシ 12.1+α 3.6 3.6 250 未製品、刃部に欠揃している

18 打製石斧 表土層 14.6十α 7.1 2.4 240 
パチ形の扇平な石斧、基部を欠如 してい

。 。
る。

19 磨製石斧 S K 077 玄武岩 12.1十α 4.6 0.7 82 
扇平な石斧、休部に研磨面がみられる。

。
刃昔日を欠如 している。

20 " 。 表土層 。 11.7 7.5 3.2 440 小型の石斧、刃部を欠如している

21 " "少
表土層 ク 10.4+2 18 3.6 500 太型蛤刃石斧、刃部を欠如

22 。 "シ 表土層 。 I 13.8 6.8 3.8 530 。

23 。 " 。 。 12+2 6.9 4.8 650 イシ

24 。 "シ イシ イ〉 11 6.5 8 480 イシ

25 。 。 イシ 。 9.6+α 7 4.3 440 " 

26 。 。 。 " 8.4+2 5+ 2 120 " 

Tab 6 押川遺跡出土石器(磨石 ・敵石)一覧表 (1-72磨石、 73-77叩石)片足211JAjj最大長
番号 事官 量豊 出土 f也 石材 長七出 申li¥itml厚刷 重同 特 微

l 27 PL .12 S K 011 安山岩 13.8 11.6 9.0 1.46 

2 S K 014 。 10.4 7.9 6.7 0.42 

3 29 S K 015床面 。 10.6 10.3 6.9 0.68 片面中央凹む。問fltPIPいている。

4 S K 016床面 。 10.5 10 .3 7.6 0.58 

5 。 。 12.4 11.0 7.9 0.94 

6 ペシ 砂岩 12.5 10.0 6.0 0.42 

7 30 。 S K 017 安山宥 14.5 8.2 3.9 0.36 片面中央わずかに凹む。周lifplpいている。

8 28 イシ S K 021 安山岩 9.6 8.3 3.7 0.18 

9 。 砂岩 15.8 14.0 7.5 1.92 周問/lpいてお円両端に一部欠如

10 31 イ〉 イシ 安山岩 21.3 13.7 5.7 1.52 両面中央わずかに凹む。磨めつしている

11 32 。 S K 033床面 砂岩 11.7 11.0 5.7 0.62 周Pflllllいている。

12 33 S K 035床面 d今 18.0 14.3 7.7 2.14 両面中央わずかに凹む。両端叩いており一部欠如

13 34 "少
イシ " 19.2 14.9 12.2 3.78 

14 。 "シ 15.8 14.0 6.1 1.24 周rm/lllいてお り両端の一部欠如
15 35 。 S K 039 イシ 16.0 13.9 6.2 1.36 両面の中央凹む。周同叩いでいる

16 S K 041床面 今 16.7 14.1 7.0 1.62 両面の中央凹む。周IJflJ1Ilいている。
片面中央部わずかに凹む。17 S K 043 。 11.8 11.7 7.0 0.88 

18 S K 044 イ 7.5 7.4 6.6: 0.26 

19 36 S K 047 玄武岩つ 17.2 12.9 7.8 I 1. 74 

20 S K 048 砂岩 12.1 10.7 6.010.48 両端11IJいている。

21 37 。 S K 049床面 安山岩 14.5 12.4 6.6 i 1.34 両面中央凹む。周川11IJいている。

U2 38 。 S K 050 安山岩。 11.8 11.4 周IIflも磨っている。
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番号 番号 草壁 出土地 石材 長刷 幅刷 厚刷 重kgl 特 微

23 S K 053床面 砂岩 14.9 12.3 5.3 0.76 両面中央凹む。周岡叩いている。

24 39 PL .12 S K 061床面 安山岩 10.7 9.1 4.3 0.33 

25 。 。 14.8 12.7 6.8 1.20 片面中央部凹む。両端叩いであ、り一部欠損

26 S K 064 。 7.6 6.8 5.4 0.19 

27 40 。 イシ 。 9.2 6.1 3.8 0.12 

28 41 今 S K 071床面 。 13.5 12.7 6.7 1.10 

29 S K 076床面 。 15.1 11.9 7.0 1.22 両面中央凹む。両端叩いている。

30 S B 082 安山岩? 7.4 6.7 6.5 0.14 周岡叩いている。

31 。 安山岩 11.3 8.8 4.7 0.34 片面中央凹む。

32 S B 083 イ〉 12.3 9.3 5.1 0.45 

33 。 砂岩 11.5 7.8 4.3 。.22
34 42 。 。 砂岩 11.3 12.8 6.5 0.69 

35 S B 084床面 玄武岩? 16.4 14.6 5.7 1.04 

36 イシ 安山岩 (8 ) 11.0 7.8 0.70 欠損品。火をうけて焼けている。

37 イシ イシ 10.9 10.0 5.1 0.42 

38 43 ク S B 086 。 9.8 9.5 4.6 0.31 

39 イシ 。 10.0 9.4 6.0 。.44
40 。 ペシ 11.8 10.3 4.8 0.42 

41 ペシ 。 11.4 11.0 7.3 0.74 

42 。 。 11.6 10.4 7.3 0.75 

43 イシ 。 イシ 13.3 9.0 5.6 0.58 両面中央叩いている。

44 P 40 。 11.4 11.0 4.5 0.46 

45 44 P 135 ぞ少 12.7 11.8 7.6 1.12 片面中央凹んでいる。周岡叩いている。

46 P 184 。 15.1 11.7 7.8 1.26 

47 P 139 イシ 15.0 13.3 7.0 1.35 両端を叩いており一部欠損

48 P 157 。 14.4 12.8 8.3 1.46 周岡叩いてお、り一部欠損

49 P 223 。 14.0 11.6 6.7 0.98 

50 P 243 イシ 11.0 9.2 4.6 0.32 

51 45 。 P 243 砂岩 16.2 12.0 5.8 0.84 火をうけて黒ずんでいる。

52 。 安山岩 13.9 11.5 6.8 0.98 周開の一部叩いており欠損

53 ペシ 。 16.0 14.6 8.2 1.91 

54 表土層 イシ 16.7 13.3 7.7 1.26 周開叩いている。片側の一部欠損。

55 46 ク 。 23.0 11.7 9.0 2.50 

56 イシ 。 12.9 11.7 7.4 1.02 片側の一部叩いている。

57 。 。 16.0 14.0 7.8 1.89 両面の中央凹む。

58 イ少 ク 17.2 12.6 6.2 1.36 両面の中央凹む。周問叩いている。

59 イシ 。 12.3 11.2 6.4 0.79 周阿(特に両端)を叩いている。

60 47 。 。 12.1 10.1 6.3 0.68 両面の中央凹む。

61 。 安山岩? 14.3 11.5 4.5 0.70 

62 。 安山岩 14.1 10.8 5.9 0.84 

63 イシ 。 11.3 8.7 8.0 0.44 

64 。 ろ少 11.7 9.1 5.8 0.50 

65 。 。 10 .1 8.5 5.4 0.36 

66 イシ 。 7.5 6.1 3.4 0.09 

67 。 イシ 10.3 7.9 3.9 0.20 

68 。 。 7.2 6.9 3.8 0.10 

69 。 。 9.5 5.8 3.7 0.1 

70 。 。 8.9 6.8 4.3 0.16 

71 。 ク 9.3 7.7 4.7 0.22 

72 S K 038 。 9.8 4.1 2.2 。ー14 両面を磨っている。
73 49 PL '12 S K 048 玄武岩 14.0 4.6 3.1 0.36 両端をIl[Jいている。両面を磨っている。

74 50 4シ S K 057 安山岩 8.0 3.5 2.7 0.12 両端を叩いている。

75 51 。 S K 039-061 玄武岩 18.9 4.5 3.7 0.49 両端を叩いている。両面を磨っている。

76 52 4シ 表土層 。 7.6 2.4 2.2 0.09 

77 53 イシ ペシ 安山岩 4.0 2.9 2.2 0.04 
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Tab 7 押川遺跡出土石銀計測表 注)233-246はサヌカイ ト製他は黒曜石製

番号 ~思 ¥il唇 分類 長凶 幅制 重w 重K) 出土地 番号 謹製 醤嬉 分類 長凶 幅出 厚七回 重1.) 出土地
1 66 PL.¥ A 2.6 1.3 0.30 0.7 表土 67 C 1.9 1.5 0.30 0.7 表土
2 67 。 2.5 2.1 0.40 1.8 S B 083 68 1.9 1.8 0.40 1.2 イシ

4 68 。 B 2.1 2.1 0.29 0.8 S B 037 69 2.2 1.6 0.50 1.6 。
5 1.9 2.1 0.32 1.0 S K 051 70 1.9 1.4 0.50 1.4 4シ

6 1.9 1.5 0.30 0.7 S K 052 7i 2.1 1.8 0.60 1.9 ろシ

7 1.6 1:8 0.30 0.6 S K 055 72 2.3 1.6 0.30 1.0 。
8 2.4 1.8 0.29 0.7 S K 058 73 1目9 1.4 0.30 0.9 。
9 69 。 2.1 2.1 0.40 1.1 S K 059 74 1.8 1.5 0.40 0.8 " 
10 2.5 2.2 0.50 2.0 S K 065 75 1.6 1.4 0.40 0.9 。
11 1.8 1.7 0.30 0.6 S K 067 76 1.6 1.4 0.25 0.5 。
12 70 イシ 1.9 1.6 0.21 0.4 S K 069 77 1目4 1.2 0.20 0.4 。
13 2.1 1.8 0.30 0.8 S K 071 78 1.6 1.4 0.30 0.5 イ〉

14 1.9 1.8 0.45 0.8 S B 083 79 1.7 1.9 0.30 0.8 ぞ〉

15 2.3 2.2 0.50 1.7 S B 085 80 2.3 1.2 0.35 0.9 0・
16 2.2 1.8 0.40 1.0 表土 81 2.2 1.9 0.60 2.7 。
17 2.2 1.8 0.35 0.8 ~ 82 2.4 1.7 0.35 1.3 。
18 2.0 2.3 0.35 0.9 イシ 83 2.4 2.0 0.30 0.9 。
19 2.1 1.9 0.35 0.7 。 84 2.4 1.9 0.50 1.5 。
20 1.5 1.8 0.35 0.6 。 85 2.5 1.7 0.25 1.0 ，シ

21 71 。 2.5 2.1 0.30 0.9 ペシ 86 1.8 2.0 0.40 1.0 ，シ

22 2.5 2.1 0.30 1.4 。 87 2.2 1.5 0.40 1.0 。
23 2.5 1.8 0.40 1.2 。 88 3.2 2.8 0.60 2.7 。
24 1.7 2.2 0.30 0.9 。 89 1.8 2.0 0.30 0.9 イシ

25 C 2.2 1.6 0.50 1.1 S K 011. 90 1目9 2.8 0.70 4.2 ペシ

26 2.3 2.1 0.50 1.6 P 130 91 2.2 2.7 0.40 1.5 。
27 2.2 1.8 0.50 1.6 P 169 92 2.1 1.0 0.50 1.5 イシ

28 72 。 1.3 1.5 0.20 0.3 P 215 93 76 4少 2.5 1.2 0.35 1.4 ，シ

29 1.7 1.5 0.20 0.4 P 56 94 2.8 2.0 0.50 2.0 S B 085 
30 1.4 1.9 0.40 0.8 P 224 95 3.0 1.5 i 0.40 1.4 表 土
31 73 。 2.2 2.9 0.40 1.4 P 250 96 77 。 3.1 2.8 0.50 0.6 。
32 2.1 2.0 0.60 1.6 P 250 97 2.0 1.7 0.50 1.3 イシ

33 2.8 2.0 0.45 1.1 P 015 98 D 1.8 1.8 0.25 0.6 P8 
34 1.8 1.9 0.45 0.9 P 029 99 79 。 2.2 1.7 0.30 1.1 P 35 
35 2.2 1.2 0.30 0.7 S K 040 100 1.8 1.4 0.20 0.5 P 44 
36 101 78 。 2.7 2.0 0.30 1.4 P 44 
37 2.4 1.6 0.40 0.8 S K 040 102 
38 1.8 1.4 0.30 0.6 S K 046 103 2.2 2.1 0.60 2.1 P 120 
39 2.3 1.4 0.40 0.9 S K 048 104 2.2 2.0 0.351 1.2 P 129 
40 1.6 1.2 0.30 0.5 S K 050 1白 2.4 1.8 0.40 I 1.6 P 25 
41 2.3 1.4 0.30 0.9 S K 050 106 2.8 2.0 0.6512.6 P 215 
42 1.8 1.8 0.25 0.7 S K 053 107 2.2 1.8 0.40 1.1 P 186 
43 74 I " 2.1 1.8 0.40 0.9 S K 060 108 1.8 1.4 0.30 0.7 S K 028 
44 1.9 1.9 0.30 0.9 S K 063 109 1.6 1.7 0.25 0.5 S K 028 
45 2.4 2.0 0.40 1.8 S K 067 110 2.4 2.4 0.55 2.5 S B 035 
46 2.0 1.8 0.30 0.9 S K 075 III 2.4 1.9 0.40 1.4 S K 036 
47 2.1 1.4 0.40 1.1 S K 075 112 1.9 1.6 0.25 0.6 S K 037 
48 2.4 1.7 0.45 1.5 S K 075 113 2.6 1.5 0.25 0.8 S K 040 
49 2.8 2.1 0.56 2.8 S B 083 114 1.5 1.5 0.25 0.5 S K 041 
50 2.1 2.0 0.30 0.9 S B 073 115 2.3 1.9 0.50 1.6 S K 045 
51 2.0 1.6 0.30 0.9 S B 083 116 1.9 1.6 0.35 1.0 S K 045 
52 117 2.2 1.9 0.50! 1.5 S K 051 
53 2.4 1.9 0.60 1.6 S B 085 118 2.0 1.7 0.30 1.0 S K 051 
54 2.0 1.5 0.50 1.2 S B 085 119 1.5 1.6 0.50 1.1 S K 052 
55 2.2 1.8 0.40 0.8 S B 085 120 2.1 1.5 0.30 。7 S K 054 
56 1.9 1.8 0.30 0.7 表 土 121 2.1 1.7 0.30 1.1 S K 055 
57 1.6 1.5 0.30 0.6 。 122 3.1 1.9 0.50 2.4 S K 055 
58 2.1 1.2 0.35 0.9 。 123 
59 124 3.4 1.7 0.40 2.9 S K 055 
60 1.7 1.4 0.30 0.7 ク 125 80 。 2.6 2.0 0.45 1.9 S K 056 
61 1.8 1.4 0.25 0.5 。 126 1.9 1.4 0.25 0.6 S K 059 
62 1.7 1.3 0.30 0.6 。 127 2.0 1.5 0.50 1.2 S K 070 
63 2.1 1.5 0.35 0.8 。 128 3.2 2.1 0.60 3.8 表 土
64 2 1.7 0.40 1.0 ，シ 129 3.0 2.2 0.60 3.6 S K 055 
65 1.8 2.0 0.30 0.8 ぞ〉 13C 2.5 1.5 0.40 1.3 S K 071 
66 2.3 2.0 0.45 1.3 。 131 1.5 1.6 0.30 0.5 S K 071 
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番号 笹裂 製響 分類 長何) 幅(cm) 厚(c叫 重恒) 出土f也 番号 導型 揺響 分類 長(cm) 幅(c司 厚(c叫 重伊) 出土地
132 D 1.8 1.5 0.30 0.9 S B 081 190 D 2.4. 2.2 0.55 2.3 表土
133 81 PL.n 2.0 1.9 0.40 1.0 S B 081 191 2.4 1.7 0.40 1.5 。
134 82 ，φ 2.8 1.6 0.45 1.9 S B 083 192 2.5 1.8 0.60 2.0 ク

135 3.0 1.8 0.55 2.2 S B 083 193 2.5 1.6 0.50 2.1 。
136 2.8 2.5 0.60 3.0 S B 083 194 2.4 2.2 0.70 2.9 。
131 3.2 2.2 0.40 3.6 S B 083 195 2.6 1.6 0.40 2.4 ペシ

138 1.8 1.5 0.40 0.9 S K 084 196 2.8 1.8 0.50 2.4 ペシ

139 2.5 1.9 0.20 1.6 S K 084 191 2.3 2.2 0.60 3.1 イシ

140 83 ク 2.5 1.9 0.50 0.9 S B 085 198 2.7 2.0 0.70 3.4 ク

141 2.5 1.5 0.40 1.2 S B 085 199 2.4 2.0 0.60 2.5 。
142 2.8 2.0 0.60 1.9 S B 085 2∞ 2.5 2.3 0.60 3.4 ぞシ

143 2.5 2.4 0.40 2.8 S B 085 201 2.4 1.9 0.40 1.7 イシ

144 1.5 1.7 0.20 1.0 表土 202 3.0 2.5 0.80 4.2 イシ

145 1.2 1.2 0.25 0.3 。 203 2.2 2.2 0.40 2.0 ク

146 1.2 1.4 0.25 0.4 。 204 2.4 2.2 0.60 3.2 ，シ

141 1.9 1.1 0.20 0.5 。 2白 2.8 1.9 。ー70 2.7 。
148 1.2 1.5 0.20 0.1 イシ 206 1.8 1.2 。.20 0.4 S K 062 
149 1.8 1.4 0.20! 0.5 。 201 1.3 1.2 0.20 0.5 表土
150 2.0 1.9 0.40 1.2 。 208 84 PL.n 2.0 1.2 。.25 0.6 ，シ

151 2.3 1.6 0.45 1.4 。 209 E 1.8 1.3 0.25 0.6 。
152 1.9 1.7 0.25 0.5 イシ 210 1.6 1.9 0.20 0.5 。
1日 1.8 1.8 0.30 0.9 。 211 85 dシ 2.0 1.2 0.20 。.4 S B 085 
154 1.8 1.9 0.35 1.1 。 212 86 。 1.9 1.5 0.30 0.7 S K 052 

155 2.0 1.9 0.35 1.0 。 213 1.3 1.5 。.20 0.3 P 215 
156 1.8 1.8 0.40 1.2 。 214 2.5 1.7 0.35 0.9 S K 038 
151 2.1 1.4 0.30 0.9 。 215 2.0 1.7 0.35 0.8 S B 083 

158 1.9 1.4 0.25 0.6 イシ 216 1.8 1.3 0.40 0.9 表土
159 2.0 1.6 0.30 0.9 。 211 F 3.8 2.7 0.90 8.7 P 44 
160 1.8 1.3 0.30 0.8 。 218 87 。 3.5 2.4 0.90 5.2 S K 058 

1.6 1.8 0.30 0.7 。 219 3.8 2.5 0.60 4.6 表土
臼 2.2 1.4 0.35 0.8 イ少 220 3.5 2.4 0.70 3.7 S K 075 
163 2.5 1.8 0.40 1.4 ぞ少 221 3.8 2.6 0.90 5.4 S K 065 
164 2.0 1.8 0.40 1.3 。 222 3.2 2.8 0.90 5.8 表土
165 2.8 1.5 0.40 1.8 4シ 223 88 。 3.3 2.8 0.90 5.5 。
166 2.4 1.7 0.35 1.4 。 224 3.5 2.3 0.60 3.6 P 281 
161 2.3 2.0 0.20 0.8 。 225 3.9 2.5 0.90 7.3 表土
168 2.6 1.9 0.30 1.3 。 226 3.3 2.3 1.10 6.0 S K 084 
169 2.6 1.8 0.40 2.0 。 221 3.4 3.0 0.90 6.8 表土
110 1.4 1.5 0.30 。.6 。 228 89 ク G 3.2 1.3 0.50 1.5 S K 013 
111 1.6 1.5 0.40 1.5 イシ 229 2.4 1.6 0.30 1.1 表土
172 2.0 1.9 0.35 1.1 イシ 23日 90 。 3.0 1.3 0.50 1.8 S B 083 
173 1.8 1.5 0.40 1.2 イシ おl 3.4 1.8 0.70 3.7 表土
114 2.2 2.1 0.75 1.6 ぞ〉 お2 2.2 1.9 0.60 3.0 イシ

115 2.0 2.0 0.40 1.5 ，シ 233 92 。 3.1 1.6 0.45 2.3 P 182 
116 2.5 2.0 0.30 1.2 イシ お4 3.9 1.7 0.60 2.8 表土
111 2.7 1.8 0.40 1.8 。 235 2.2 1.7 0.60 2.4 。
118 1.8 1.5 0.30 0.7 ペシ 236 2.4 2.4 0.75 4.7 。
119 2.1 1.8 0.30 1.0 ペシ お7 4.8 1.7 1.00 7.0 P 181 
180 2.2 2.0 0.50 1.8 。 238 93 。 4.2 1.9 0.80 6.2 P 182 
181 2.7 2.0 0.60 2.5 。 239 3.7 1.8 。.90 5.1 S K 040 
182 2.6 1.9 0.40 1.8 。 240 4.2 2.0 1.30 10 S K 040 
183 2.0 2.1 0.55 2.2 イシ 241 91 。 5.6 1.5 0.65 4.7 S K 041 
184 2.1 2.1 0.90 3.5 。 242 2.0 市子 1.9 表土
185 2.2 1.8 0.30 1.0 ペシ 243 3.3 .60 3.0 " 
186 2.3 1.6 0.40 1.3 。 244 3.6 1.9 0.90 5.2 。
181 2.2 1.9 0.40 1.5 。 245 3.9 2.1 0.60 5.1 。
188 2.3 2.3 0.40 1.9 4シ

189 2.0 1.8 0.50 1.7 。
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5.総括
遺構

押川遺跡、は、丘陵の南側から南東部斜面にかけ東西約 250m、南北約30m-80mの約12，000

m'の範囲に広がる遺跡である。今回調査を行なったのは、標高95mから97mにかけての舌状に

突出した部分で、遺跡の中央部にあたる。

検出した遺構は、住居跡・貯蔵穴・柱穴群 ・嚢棺墓で、みな上部が削平されており、残存状

態は良くない。時期は縄文時代晩期末から弥生時代中期初頭で、それ以降のものはみられず、

限られた期間に営まれた遺跡、である。

住居跡は 8基検出した。この他に、調査区中央部から南東部にかけて多数の柱穴が集中して

いる部分などに、さらに何基かの住居跡の存在が考えられるが、調査では明らかにできなかっ

た。住居跡のうち、北東部の 2基(S 8087・088)は周囲の池山を整形し、斜面を水平にした

痕跡が認められ注目される。住居跡は長さ3.5m-4.2mとみな小型で込ある。柱穴は S8081が、

やや規則的に配置している以外、みな不規則である。時期は、 S8084が縄文時代晩期末~弥生

時代前期、 S8082・083・085が弥生時代前期、 S8081・086-088が弥生時代前期末~中期初頭

である。

貯蔵穴は約70基検出した。平面形は円形 ・楕円形・隅丸方形のものがみられる。長さ0.8m-

2.4m、幅0.7m-1.6mで、長き1.5m前後のものが多い。壁の立ち上がりが傾斜するものがほ

とんどで、断面が袋状になるものは SKOll・SK064のみである。遺物の多くは埋土からの出

で、貯蔵穴の廃絶直後か、ある程度埋没したときに投げ込まれたり、流れ込んだものである。

時期は出土土器から推定して、 SKOll・040・050・051・054・055・06肋ず縄文時代晩期末、 S

K 012 . 013・032-034・052・059・062・064が弥生時代前期、 SK016・017・029・035・037・

039・045・049・065・068が中期初頭、 SK018・020-023・026・027・036. 038・041・047・

053・057・061・063・066・067・070・071・073・075が弥生時代前期~中期初頭である。

褒棺墓は 7基検出し、みな小児用である。褒棺墓以外の埋葬遺構は検出していない。墓域の

西端を調査したことになり、墓域は調査区の北東部へ広がると考えられる。婆棺は複式棺と単

棺がみられた。複式棺はみな覆口式である。 SJ 002は複式棺であるが、やや埋葬法が異なる。

他の 2基が棺を斜めに埋置しているのに対し、 SJ002はほぼ水平に置いた下事こ上衰を斜めに

覆せたものである。下裂の査は口縁だけでなく胴部上半まで打ち欠いたか、あるいは欠失した

ものを用いていたと考えられる。単棺のものは完形の査を用いており、棺は斜めに埋置してい

るが、傾斜角度が複式棺のSJ 004・007に比べて小さい。また SJ 006の棺に用いた査は頚部を

広くしてあり、嚢棺用に作られたものである。時期はみな弥生時代でSJ006が前期後葉で r1白

玄封」に相当する。 SJ002・SJ005は前期末で、SJ002上裂は 「金海£ に相当する。SJ005

は口縁部、肩部、底部の特徴に古い様相がみられる。SJ001・003・004・007は中期初頭で「城ノ
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越式」に相当する。

時期別に遺構の広がりをみると、縄文時代晩期末の遺構は、調査区中央部から西側にかけて

散在する。弥生時代前期になると南東部に住居跡と貯蔵穴、中央部に貯蔵穴が広がり、前期後

葉に北東部に墓地が営まれ始める。前期末から中期初頭にかけて遺構は最も多く、南東部・中

央部に継続して住居跡・貯蔵穴が営まれる一方、北東部へも広がってゆき、嚢棺も引き続いて

営まれている。中期初頭以降は遺構が全くなしこの丘陵の利用が急に終っている。

遺物

土器は縄文時代晩期から弥生時代中期初頭までのものがある。棄が多く、壷は少ない。高杯

は破片が3点みられるのみである。護A・鉢B・査底部A1は縄文時代晩期末で夜臼式に相当

する。喜美Aには嚢Anや嚢AIIIのように如意形口縁への発達を思わせるものがみられ、興味深

い。特に⑤は器形が弥生前期の嚢に非常に類似した形態をしている。鉢Aはやや古い特徴を

もっており、縄文晩期後葉に位置づけられる。嚢B・察底部B.壷A.壷B.査底部An・査

底部Bは弥生時代前期のものである。嚢BI・査A.査B1・壷底部Anは前期前半で、要B

Iと査B1は板付I式の特徴をもっている。喜美Bn.Bm.BN・査Bn、壷底部Bは板付11

式に相当し、嚢BII・査BIIは前期後半、嚢BIII.BN.察Eは前期末に位置づけられる。察

BIIIに分類した@は外反する口縁部の内側に粘土を貼りつけ肥厚させており、嚢Dへの発達が

考えられる。興味深い土器である。査Bnに具穀腹縁による羽状文を施文したものがみられ注

目される。嚢C.Dは中期初頭で「城ノ越式」に相当する。

石器は旧石器、磨製石器、打製石器がある。旧石器は主に調査区中央部から北東部の表土層

や遺構内からかなりの量が出土したが、包含層は確認できなかった。

磨製石器は弥生時代のものと考えられる。片刃石斧の多きが目立つ。磨製石斧のうち 9本が

今山産のものであった。

打製石器は石鍛の一部などに古い形態のものがみられる以外、みな縄文時代晩期末~弥生時

代のものである。撞器は大型品がサヌカイト、小型品が黒曜石を素材としており、石材の選定

がみられる。石銑Fや石鍛Gの大型品は石鈷としての円途が考えられる。

石器で特筆すべきことは、石皿・磨石・石鍛・掻器・石核の出土量の多きである。これらの

石器はほとんどが縄文晩期末~弥生にかけてのもので、しかも大半は弥生時代のものと考えら

れる。これら多量の石器の出土は、農耕が行なわれる一方で、、盛んに狩猟・漁業・採集が行な

われていたことを物語っており、狩猟・漁携・採集に大きな比重をかけた、この地域の農耕社

会のありかたがうかがえる。石包丁の出土が 1点のみということや、貯蔵用の器である査の少

なきも、このことを裏づけている。

まとめ

最近、板付遺跡や菜畑遺跡の調査などで、縄文晩期に水田耕作が行なわれていたことが確実
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となっている。押川遺跡では、遺跡の周囲の湿地帯を利用しての水田耕作が考えられるが、多

量の石器の出土から、弥生時代においても生活を狩猟・漁携・採集に頼っていたと考えられ、

平野部とは違った様相がみられる。上場地区において、現在の段階で、縄文晩期、弥生時代の

遺跡の調査例は少なく、女山遺跡や中野遺跡から住居跡や土墳が調査されている程度である。

現在、上場地区の農業基盤整備事業に伴う発掘調査が行なわれており、調査により新たな資

料の増加することは確実で・ある。今後の課題として、上場地区における農耕社会のあり方をと

らえ、平野部と比較、研究してゆくことが必要で、あろう。

駐

(1) 森編年による。高島編年の rn式」、橋口編年のrKlaJに相当する。

(2) 高島編年の rIII式」、橋口編年の rKlcJに相当する。

(3) 高島編年の rw式」、橋口編年の rKIIaJに相当する。

(4) この嚢AIIIに類似したものは東宇木遺跡、高麓遺跡から出土している。
佐賀県教育委員会「佐賀県農業基盤整備事業に係る文化財確認調査報告書」佐賀県文化財調査報告書第37

集 1977

佐賀県教育委員会「禽麓・寺ノ下遺跡」佐賀県文化財調査報告書第29集 1974 

(5) 遺構の調査終了後、旧石器の包含層の有無を確かめるため、調査区北東部に 1mX3mの

トレンチを設定して地山の赤褐色土を掘り下げたが、包含層は確認できなかった。

(6) 福岡市教育委員会「板付遺跡調査概報」福岡市埋蔵文化財調査報告書第49集 1979 

(7) 昭和55年度唐津市教委が発掘調査を行なった。

(8) 鏡山猛 r4.唐津市女山遺跡」九州考古学10 1960 

(9) 佐賀県教育委員会「牟田辻・中野遺跡」佐賀県文化財調査報告書第45集 1979 

参考文献

O 森貞次郎「弥生時代における細形銅剣の流入についてJ~ 日本民族と南方文化J 1968 

O高島忠平「饗棺の編年Jf立岩J 1977 

O橋口達也「嚢棺の編年的研究」九州縦貫自動車道関係埋蔵文化財調査報告xX X 1 1979 
なお、旧石器については別府大学橘昌信助教授の御教示を得た。記して感謝したい。
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11 .座主遺跡・前田原遺跡

遺跡名:座主遺跡(略号ZA S) 

遺跡所在地:東松浦郡北波多村大字山彦字座主

遺跡名:前田原遺跡(略号MDB) 

遺跡所在地:東松浦郡北波多村大字山彦字前田原



Fig41 座主遺跡 ・前田原遺跡周辺の地形と主な遺跡

1 下千回遺跡 旧石器 ・縄文時代 21 桜木遺跡 古墳時代

2 甲城遺跡 縄文時代 22 立 山 古墳群 円墳、竪穴式・横穴式石室

3 中の瀬遺跡 " 23 庚申 山 古墳

4 土元遺跡 " 24 屋敷谷古墳 円墳、横穴式石室

5 倉谷遺跡 " 25 山 川 窯跡 5頁恵器窯跡

6 山 犬原遺跡 1/ 26 親王塚古墳 円墳、竪穴式石室

7 稗田遺跡 1/ 27 薬師堂古墳 円墳、横穴式石室

8 馬場の 川遺跡 縄文 ・弥生時代 28 峰の辻古墳群 前方後円墳、円墳

9 徳須恵支石墓 弥生時代、袈棺墓群 29 島古墳群 円墳、横穴式石室

10 前回遺跡 縄文 ・弥生 ・平安時代 30 千草野古墳群 1/ 1/ 

11 座主遺跡 縄文 ・弥生~室町時代 31 谷口遺跡 古墳~奈良時代

12 前田原遺跡 古墳~奈良時代 32 立園古墳群 円墳

13 桑原遺跡 弥生時代、察棺墓 33 岸岳城跡 中世山城跡

14 志、気遺 跡、 縄文 ・弥生 ・古墳 ・鎌倉時代 34 鋭洞察窯跡群 初期唐津焼窯跡

15 立 山 遺 跡 弥生 ・古墳時代 35 皿屋窯跡 1/ 

16 びわのくび遺跡 1/ 36 帆柱窯跡 1/ 

17 正福寺遺跡 古墳時代、石棺墓 37 J皮 多城跡 中世山城跡

18 溝添遺跡 弥生 ・古墳時代 38 佐々木城跡、 1/ 

19 立園遺跡 弥生時代、察棺墓群 39 島 村城跡 中世館跡

20 帆 柱遺跡 弥生 ・古墳時代
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1 .発掘調査の経過

(1) 調査に至る経過

座主遺跡・前田原遺跡は、多量の弥生土器・青磁片の出土する遺跡として知られていた。昭

和55年度上場地区農業基盤整備事業の工事施工区域に、座主遺跡・前田原遺跡が含まれることに

なり、工事に先立つて佐賀県教育委員会文化課は、昭和54年度に遺跡の範囲、遺構の有無確認

のための予備調査を実施した。その結果、工事区域内で、座主遺跡約14，000m'、前田原遺跡約

15，000m'の遺跡の範囲を確認した。県教育委員会が県唐津農林事務所、北波多村建設課開発係と協議

した結果、水路により掘削きれる部分、座主遺跡1，200m'、前田原遺跡700m'を発掘調査すること

になった。

調査は 7月16日に始まり 9月30日に終了した。梅悶期の水田部の調査で、しかも夏の長悶の

ため、調査区への侵水が多く、作業は困難でいあったが、北波多村住民課水道係と建設課開発係

の協力により無事終了した。調査と併行して出土遺物の水洗・選別作業を唐津市鏡公民館で行

ない、調査終了後、一部の選別作業、復元作業を県文化課神埼発掘事務所で行なった。遺物の

復元、実測図作成は佐賀県文化財資料室で行なった。

(2) 調査の組織

調査主体佐賀県教育委員会

調査担当

事務局佐賀県教育庁文化課

調査責任者木下 巧 文化課文化財調査第二係係長

調査員堀川義英 " " 指導主事

(予備調査) 岩永政博 月 " " 
(担 当) 森田孝志 " " 嘱託

調査補助石崎俊治北波多村文化財保護審議委員
北波多村郷土史研究会

寺田 和正文化課文化財調査第二係調査準補助員

発掘作業員

小島シゲノ・森田ヒサノ・石崎テイコ・川添ミヨコ・川添ハ、ソミ・川添ナ

ヲエ・川添春義・川添タミ子・脇山ミヨ子・脇山 知彦・佐々木カネヨ・

原口 絹江・松尾千代喜・井手マツ子・三好ハ、ソエ・山岸キク子

協 力 佐賀県唐津農林事務所・北波多村教育委員会・同建設課開発係・同住民課

水道係・北波多村郷土史研究会、側松尾建設
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(3) 調査日露
7月16日 本日より調査を開始する。ユンボにより座主遺跡・前田原遺跡の表土剥ぎを行なう。

7月18日 座主遺跡1区・ 2区・ 3区の遺構検出を始める。

7月18日 2区の遺構検出終了。柱穴・土墳を約80ヶ所確認、遺構を東側より掘り始める。

8月1日 2区北側の遺構掘り下げを終了。青磁・土師器が出土、南側の遺構掘り下げを始める。

8月5日 2区、 SKO位・0白土墳の掘り下げ、須恵器杯が出土。

8月6日 S K002・003土墳の写真撮影。 4区の発掘を開始する。

8月8日 4区より墨書土器、木製高杯が出土。

8月11日 6区の遺構検出を始める。

8月19日-23日 2区の遺構実測

8月26日 前田原遺跡の遺構検出を始める。調査区北側には全く遺構がない。

8月28日-9月6日 肥前町の予備調査のため発掘調査を中断する。

9月9日 前田原遺跡調査区南側から遺構を検出。

9月13日 前田原遺跡、遺構の掘り下げ

9月17日 前田原遺跡遺構実測を始める 0 ・座主遺跡5・6区東側の遺物包含層を掘り始める。

9月18目 前田原遺跡写真撮影。5・6区の掘り下げ。

9月25日 5・6区の掘り下げ終了。

9月26日 4区土層図作成、写真撮影

9月30日 座主遺跡全景写真撮影。器材かたづけ、本日で座主遺跡、前田原遺跡の調査を終了。

2.遺跡の概要

座主遺跡・前田原遺跡は東松浦郡北波多村大字山彦に所在する。北波多村は佐賀県の北西、

東松浦郡の南西部に位置する。村は南北に長〈、北側が唐津市、東側が相知町、西側および南

側が伊万里市と接している。北に遠見岳・水の元山、東に岸岳、西に日岳と周囲をほとんど山

に固まれており、平野は少い。北側に徳須恵盆地があり、この盆地の中央を松浦川の支流で伊

万里に発する徳須恵川が流れている。

遺跡は徳須恵川流域に多く存在し、特に徳須恵盆地周辺に密集している。

旧石器時代の遺跡は、ナイフ形石器や細石器の採集された下千田遺跡が知られているのみで

ある。

縄文時代の遺跡は、前回遺跡、稗田遺跡などが山麓や丘陵部に確認されており、石銀・石匙・

石斧・土器片が採集きれている。村の北側の徳須恵川流域や田中川流域には河川の侵食による

岩陰が多く、ここに岩陰遺跡が存在する可能性が強い。

弥生時代になると遺跡の数も増加し、支石墓を伴う褒棺墓地で、狭鋒銅鉾が発見きれた徳須

恵遺跡、多数の土器・石器が出土した馬場川遺跡、弥生後期の嚢棺が出土した桑原遺跡がある。

古墳時代では、内部主体に竪穴式石室をもち、白銅鏡・鉄万・鉄鉱が出土した親王塚古墳、

前方後円墳を含む峯の辻古墳群など多くの古墳がみられるが、その大半は、ミカン畑や宅地の

造成によって破壊されている。須恵器の窯跡も lヶ所確認されている。

歴史時代の遺跡は、鎌倉時代・室町時代のものが多く、山城跡・館跡・石塔婆・窯跡がある。

山城跡のうち松浦党波多氏の居城であった岸岳城は、石垣・曲輪・堀切り・井戸が残っており

県内でも最も残存状態の良好な山城である。館跡も多く、波多氏関係の武士の館跡と推定きれ

nu 

nh
v
 



る場所が各所にある。石塔婆は五輪塔・宝僅印塔などが各所に散在する。特に波多氏の菩提寺

であった瑞巌寺跡には多数密集している。また、この地は唐津焼の創始地であり、室町時代に

創始されたと考えられる飯洞斐窯跡や帆柱窯跡は唐津焼の窯跡として最も築窯年代のさかのぼ

るものである。これらの窯跡は昭和31年に発掘調査が行なわ£、出土した陶器は岸岳系古唐津

として唐津焼の研究に重要な資料となっている。

座主遺跡・前田原遺跡は徳須恵盆地の東側に位置する。鎌倉岳の東側山麓から水田部にかけ

てが座主遺跡で、北に竹有古墳・山川窯跡、東に親王塚古墳がある。鎌倉岳南側の水田部が前

田原遺跡で西に桑原遺跡、がある。

(註)

(1) 吉村茂三郎「徳須恵の察棺地帯について」佐賀県史跡名勝天然記念物調査報告書第四輯

1940 

(2)佐賀県教育委員会「岸岳古窯の発掘記」新郷土昭和31年 5月号 1956 

参考文献

O北波多村史編纂委員会 r~ti皮多村史J 1963 

O佐賀県教育委員会 「佐賀県の遺跡」

Fig， 42 座主遺跡地形図 (点線は遺跡、の予想範囲)
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構遺3. 
5区とし、東西に4区、3区、2区、座主遺跡は、南北に走る水路予定地を、南から 1区、

2区から1区および3区からは遺構・遺物は全く検出きれず、走る水路予定地を 6区とした。

6区から5区、4区、奈良時代の土墳と古墳時代~室町時代の柱穴群・溝状遺構を検出した。

6区の西端からは古墳時代・鎌は弥生時代・古墳時代・奈良時代の遺物包含層が確認された。

倉時代の柱穴群を検出した。前田原遺跡からは、南北に走る水路予定地の南側から古墳時代の

柱穴群を検出した。また調査区域外で、工事によりユンボが表土を剥いだ際に、座主遺跡4区

1区南側から縄文晩期土器と多数の石器が出土した。

座主遺跡2区の遺構)
 
1
 
(
 

東側から石帯、

座主遺跡2区から検出された遺構は、土墳・溝状遺構・

柱穴である。遺構は、西側の山麓部、および東側の水田

仁 一部へと広がっている。

S K002土墳は2区のほぽ中央土壌は 3基検出された。

に位置する。平面形は楕円形で、主軸をほぼ東西にとる。

上部はほとんど削平きれ、残存部で長さ1.5m、幅0.7m、

深き0.1mで、床面はほぼ水平で、ある。埋土は暗灰色粘質

L.5.00m 

後初初級.，
口縁を上にして土で、遺物は床面直上から須恵器杯が、

S K002土S K003土墳は2区のほぽ中央部、出土した。
1m 。

墳の東側に位置する。土壌の東側は調査区域外のため明
2 区 SK002土墳実ì~IJ図Fig.43 

らかでないが平面形は楕円形になるであろう。主軸をほ

ちク/久 ぐ~
- F 

匂勿勿~.ノノノ…

5.00m 

E
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2区SK003土横実測図Fig. 44 



ぽ東西にとる。上部を削平されており、東側は柱穴が切っている。残存部で、長さ3.45m、幅

1.2m、深さ0.35mで、壁は傾斜しており床面はほぼ水平で、ある。埋土は暗灰色粘質土で、遺物

は床面北西隅から木片、北側肩部から須恵器杯が口縁部を下にして出土した。 SK002土墳と

S K003土壌は土墳墓の可能性がある。SK004土墳は、 SK002土墳と SK003土墳の間に位置

する。平面形は円形に近い楕円形で、長さ l.4m、幅1.2m、深さ0.1mである。埋土は暗灰色粘

質土で遺物は出土していない。

溝状遺構は l基 (S DOOl)で、 2区中央部のやや北側にあり、ほぽ東西に走る。東側を柱穴

が切っている。上部は削平され、幅0.6-0.4m、深さ0.05-0.2mで、断面は逆台形である。

理土は暗灰色土で、遺物は埋土から土器の細片が出土したのみである。

柱穴は約150ヶ所確認された。調査区の範囲が狭いため、柱穴の並び、建物の配列は明らか

にできなし、。柱根の残っている P-23、P-26、P-25など lつの建物になる可能性があり、

また P-3、P-8、P-17、P-18は、ほほ一直線に並んでおり、柵列の可能性もある。柱

穴の平面形は、ほとんどが円形であるが、隅丸方形のものもみられる。直径は15cmから40cmの

ものがあるが、直径30cm前後のものカ、多し、。 柱穴内は二段掘りになっているものや、柱恨の残

っているもの、柱穴底に、拳大-20cm程の喋を数個置き礎石としているものがあった。柱根に

は側面を六面に面取りしているものがみられる。埋土は暗褐色のものと暗灰色 ・灰黒色のもの

があり、前者からは古墳時代の土師器が出土し、後者からは、奈良時代~室町時代の須恵器 ・

糸切底をもっ土師器小皿・ 青磁・白磁片が出土した。

-~一 一 @一一⑨一
敬三九14ゑ汐 P22 核 問

- ~③-
4.90m 

勢多

一 一 一⑨- 一②-
4.90m 4.90m 

4.90m 

後グタ動汐 勿物
P81 
努安

Fig. 45 2区柱根のある柱穴実測図 。 1m 
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(2) 座主遺跡6区の遺構
座主遺跡6区から検出された遺構は柱穴で、約50ヶ所確認された。調査区の西端が、丘陵の

先端部にあたり、その部分に柱穴が集中している。東側は低湿地になっており遺構はなく、遺

構は西側へ広がっている。

柱穴は、 2区の柱穴と同じく、埋土が暗褐色のものと、黒灰色のものがあり、前者は古墳時

代の土師器を含み西側に多く、後者は糸切底の土師器小皿や青磁片を含み東側に多い、この黒灰

色の埋土の柱穴は、後述する包含層の上面で検出されており、包含層の堆積後に掘りこまれた

ものである。 6区の南東側は低湿地で、ここに古墳時代の土師器を含む暗褐色の遺物包含層が堆

積していた(PL15)。この包含層は 5区北側の遺物包含層につながっている。

(3) 座主遺跡4区・ 5区の包含層

座主遺跡4区から 5区にかけて、狭い谷状の低湿地があり(Fig 42) 、ここに砂質土や有機

物を多量に含んだ褐色土が堆積していた。堆積土は厚さ 1m-1.5m程で、大きく 8層に分けら

れる。 (Fig47) このうち第 3層と第4層に遺物が包含されていた。

第3層は灰色の粘質の強い土で、厚き10cm-15cmで、ある。主に奈良時代の須恵器を包含して

いる。須恵器は皿・杯・鉢・嚢があり、このうち皿と杯の底部に墨書・へラ文字のあるものが

みられた。 。
............ 
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Fig.46 座主遺跡6区遺構配置図
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L 5.200m 

V淡育灰色砂質土

(西側)
1Il層 暗灰色粘土層(須]君、器・墨書土器を包含する)

W層ー暗褐色砂質土(弥生土器木製品を包含する)? 2m 

Fig. 47 座主定跡4区東壁土層凶
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4.遺物
A 座主遺跡出土の遺物

出土した遺物は、土器、陶磁器、木製品、石器などである。土器は縄文土器、弥生土器、土師

器、須恵、器、土師質土器があり、陶磁器は輸入品で青磁・白磁、褐粕陶器などがある。

(1)土器

a.縄文土器 (Fig49) 

1区南側の調査区域外から数点出土した。①は、晩期初頭の鉢である。肩部が屈曲する。色

調は黒褐色で、内外面とも、よく研磨している。

b.弥生土器 (Fig49-52、PL18)

②③⑬は 1区南側から出土したもので、他はすべて 4区第4層から出土した。器形は嚢・壷・

鉢・高杯・器台がある。個々の土器については一覧表にした。

聾 (Fig49・50・52、PL18)

嚢は、 A・B・C・Dに分類できる。護A(③)は口縁部がゆるく外反し、口縁端部に刻目を

施したもので、口縁部下に段がつく。嚢B(⑪)は口縁部が、断面三角形のもので、口縁部上面

は、ほほフk平で、ある。

察Cは、 C1・CII・CIIlに細分でき、 C1 (⑫⑬)は口縁部が、直角に外反し逆L字状にな

るもの。 CII(⑫~⑫⑬)は口縁部の内側に粘土を貼りつけて、 T字状にしたもので、口縁部外

面がやや垂れ下がるものもある。 CI ・CIIは肩部があまり張らず、口縁部下に断面三角形の

貼付突帯をめぐらすものと突帯をもたないものがみられる。 CIIl(@l)は大型の裂で口縁部はT

字状で、胴が張り、断面台形の貼付突帯をめぐらす。器面はCI.CIIが外面にハケ目調整、

CIIlはナデ調整が行なわれている。嚢Dは、口縁部がく字状に外反するもので、口縁部内側に

簿い粘土を貼りつけ補強しており、端部は丸い。器面は外面に、荒いハケ目調整が行なわれてい

る。嚢底部は、厚い上げ底で裾が聞くもの(@)と、平底もしくはゆるい上げ底で、そのまま胴

部へ立ち上がるもの(@@-@@J)、簿手で大きな平底のもの(@)がみられる。器面はハケ目調

整が行なわれている。

壷 (Fig49、PL18)

査は、 A・B・C.Dに分類できる。壷A(②)は大型の壷で、肩部のみの破片であり、 1条

の浅い沈線をめぐらしている。外聞にへラ磨きをしており、内面に指頭圧痕が顕著に残ってい

る。査B(④)は口縁部が外反し、口縁端部近くがわずかに肥厚する。口縁端部は凹んでいる。

口縁部から頭部の外面に、縦方向に暗文がみられる。壷C(~⑦)は鋤形口縁をもつもので、肩

が張り、 1条の断面三角形の貼付突帯をめぐらしている。底部はわずかに上げ底になる。器面

はへラ磨きしている。壷D(⑧⑨⑬)は口縁部が外反し、端部近くで内湾する袋状口縁をもつも

ので、口縁部外側に稜がつく。口縁端部はやや丸味をおびる。⑬は頚部と肩部との境に断面三

角形の貼付突帯をめくらしている。壷Eには口縁がほぼ直立するもの(@)、やや外反するもの

(@③)、強く外反するもの(②)がある。口縁端部がわずかにくほむ。頚部と肩部との境に断面三角

形の貼付突帯をめぐらすもの(@)や貼付突帯に格子状の文様を施したもの(@)もみられる。器

面はハケ目調整を行なっている。
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鉢 (Fig50・51)

鉢は鉢A・鉢Bに分類できる。鉢Aは逆L字状に外反する口縁をもつもので、口縁端部は厚

い。鉢Bは口縁部がゆるく外反し、小さな上げ底状の底部がつくものである。

高杯 (Fig51) 

@は口縁部で、内面に粘土を貼りつけ肥厚させ、外面に櫛目波状文を施している。@は脚部

で、裾が強〈開く。器面はハケ目調整が行なわれている。

器台 (Fig51 PL18) 

@@は厚手で、筒状の体部から、口縁部 ・裾部がゆるく聞く 。@は簿手で、鼓形で体部が強

< <びれる。
底部 (Fig51) 

査 ・衰の底部で、@は丸味をおびた平底、 00は丸底である。@は叩きの後ノ、ヶ目調整が、
@はハケ目調整が行なわれている。

c.土師器 (Fig53 PL18) 
土師器は主に、 2区、 6区、および5区 ・6区の包含層から出土した。器形は、査 ・察 ・小

型丸底査 ・高杯 ・小皿・杯がある。

ノ/30 

:1 11 

31 

Fig. 52 座主遺跡出土弥生土器 ・木製品実測図 ? 10 20cm 

-70 



7 / キ二〈

; 〈 テ十-~， ， 
末々-久-"52 トミ-く

繍F

:; 

¥」ノイ

54 ¥; 

θ 

61 

64 

10 

唱
E
ム

円

t

Fig.53 座主遺跡出土土師器実iHIJ図



壷 (Fig53、PL18)

二重口縁をもっ査で、@は口縁部が強〈外反し、頚部が強くくぴれ筒状になる。@⑬は頚部

のくびれはゆるく、そのまま肩部へ移る。器面はヨコナデ調整が行なわれている。

聾 (Fig53) 

口縁部が外反し、これに卵形の胴部がつく。@@は口縁が内湾しつつ外反し、端部が肥厚す

る。@@@は口縁端部がやや尖る。器面は外面がハケ目、叩き調整、内面はへラケズリ、ナデ・

ハケ目調整が行なわれている。

小型丸底壷 (Fig53 PL18) 

口縁部が内湾ぎみに外反する。小型で、胴部径が口縁部径より小きいものと、やや大型で胴部

径が口縁部径を上まわるものがある。器面はハケ目調整・ヨコナデ・ナテ調整が行なわれている。

高称 (Fig53)

杯部は屈曲し、稜をもち、口縁端部は丸い。脚部は脚裾近くでく字状に屈曲する。器面はナ

デ調整。

器台 (Fig53 PL18) 

杯部は中ふくらみで内湾ぎみに外反する。脚部はくぴれ部からわずかに内湾ぎみに聞き、裾

端部は尖る。脚部の 3ヶ所に穿孔がある。

小皿 (Fig56 PL21) 

すべて糸切り底で、⑬⑩は底部が厚〈、⑬は上げ底である。口径8.6cm-12.~mで器面はヨコ

ナデ調整。

杯 (Fig56 PL21) 

平底で、口縁はやや内湾しながら聞く 。口径13.2cm、器面Ii.ヨコナデ調整。

d.須恵器 (Fig54 PL19) 

須恵器は 2区、 4区、 5区の包含層から出土した。蓋・皿・杯・平瓶・鉢・饗・腺・高杯が

ある。皿・杯の底部に墨書へラ文字のあるものがみられた。

董

(@-⑮)は蓋A・蓋B・蓋Cに分類できる。蓋Aは天井部と口縁部の境に段がつくもので、

口縁部がまっすぐ下にのび、口縁端部がわずかに外側に聞く。蓋Bは低い天井部をもち、口縁

部の内側にかえりがつく。宝珠様のつまみがつくが欠失している。蓋Cは低い天井部に先端が

下方に屈曲する短い口縁部がつき、口縁端部が丸い。天井部に宝珠様のつまみがつく。蓋Cに

は天井部が丸味をもち、口縁部近くでくびれるもの(@)-⑪⑪)と天井部と口縁部が水平に近い

もの(⑫@)がみられる。蓋Dは天井部がほぼ水平で、、口縁部はほぼ直下へ直角にのびる。天井

部に丸味をおびたつまみがつく 。蓋の器面はヨコナデ・ナデ調整。

皿

(⑮~⑪・@・⑩)は、ほぽ水平な底部にゆるく外反する口縁部がつき、口縁端部は丸い。口

径14cm程のものと16cm-18cmの大型のものがみられる。器面はヨコナデ調整。

杯

(@-@l・⑩~⑩・⑩・⑩)は杯A・杯B・杯C・杯Dに分類でできる。杯Aは高台をもたな

いもので、底部はほぼ平らで、これにゆるく外反する口縁部がつき、口縁端部は尖り気味であ

る。杯Bは高台をもち、口縁部がゆるく外反し、端部は尖り気味で丸い。高台は小さく、底部

と体部の境より内側につき、断面は中央がややくぽんだ四角形である。杯Cは大型で、裾の広が

る高高をもっ。口縁部は強く外反し、端部は丸い。高台は底部と体部の境につく 。杯Dは長め

一72-
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の高台がつくものでソj、破片のため全体の形は不明である。杯の器面はヨコナデ・ナデ調整。

平瓶(@)は口縁部と体部の一部分で、口縁部がゆるく外反し、端部がわずかに肥厚し、中央

がくぽむ。体部は稜がつく。器面はヨコナデ調整。

自信(@-@)は口縁部から肩部にかけての破片で、内傾する頚部に外反する口縁部がつき 、端

部が肥厚するb 器面はヨコナデ調整で、@は胴部の内外面に叩きが残る。

醸(@)は体部の一部分で、肩部に沈線とへラによる刺突文様が施されている n 器面はへラケ

ズリとヨコナデ調整。

高杯(@)は脚の一部分で、裾が強〈聞き、裾端部が肥厚し尖る。四方透しがはいる。器面は

ヨコナデ調整。

e.畢書・へラ文字のある須恵器 (Fig55 PL20) 

先述の須恵器のうち、皿および杯の底部外面に墨書のあるもの15点、杯の体部にへラ文字の

あるもの 1点がみられる。これらはみな座主遺跡4区・ 5区の包含層(第 3層)からの出土であ

る。墨書は「虞」、「大」、「坂本」、「六」が読みとれ、⑩、⑩は不明である。⑩は文字よりも絵か記

号の可能性がある。字体は最後を強くはね上げる特徴がある。⑩は杯の体部にへラで「大」の

文字がみられる。

f .土師賀土器 (Fig56)

⑩は羽釜である。肩部のみの破片で、半円形の紐の部分になる。色調は暗褐色で外面に煤が

付着している。座主遺跡2区表土層出土。

(2)陶磁器 (Fig55 PL21) 

陶磁器は座主遺跡2区・ 6区から出土した。白磁・青磁・青白磁・褐柑陶器・黒紬陶器があ

る。白磁は碗で、青磁には碗A.碗B・碗C・碗D・碗E・皿がある、青白磁には合子がある c

褐軸は四耳童、黒粕は天目茶碗でどちらも小破片であり図示しなかった。

青磁碗A(⑩) 越州窯系青磁で、幅の広い蛇の目高台を削り出したものである。高台は畳付

部の内側が上がっており、高台内側は盛り上がって厚くなっている。粕は黄色味をおびた緑色

て¥内外面全面に施軸している。

青磁碗B(⑮)高麗青磁で、幅の狭い小さな断面四角形の高台がつく。内外面に白土の象献

がある。色調は灰緑色で、利は底部を除き施軸している。

青磁碗C(⑩~⑩) 龍泉窯系の青磁である。厚手の底部にやや丸味をおびた高台を削り出し

ている。体部は内湾しつつ立ち上がる。⑩・⑩は内面に草花文がみられ、⑩は 2本の沈線によ

り内面を分割している。色調は深緑色で、粕は薄〈、体部のみ施粕している.

青磁碗D(⑪~⑬) 同安窯系の青磁である。厚手の底部に、角ばった高台を削り出している。

内面の見込みと体部との境に段がつく。内面に櫛状の施文具による花文がみられる。⑬は外面

に細い櫛目がある。また図示してないが、休部外面にへラ状施文具による沈線を入れたものも
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みられる。軸は簿〈、体部のみに施粕している。

青磁碗E(⑪) 内湾しつつ外反する体部をもち、口縁端部が丸い。外面の口縁部下に乱れた

雷文がみられる。色調は黄緑色で、軸は厚い。

青磁皿(⑬) 同安窯系の青磁で、体部中央で屈曲する。内面の体部と見込みの境に段がつく 。

内面にへラによる片彫りと櫛によるジグザグ文様がみられる。軸は外面体部上半まで施糊して

いる。

白磁碗(⑮~⑩) 口縁部が玉縁状のものとゆるく外反するものがある。底部は厚手で、低い

高台がつく。⑪は内面に櫛による文様がみられる。柑は灰白色で、⑪は空色に近い。底部近く

会で施紬しているもの(但ゆ)と体部上半までしか施軸していないもの(⑬~⑬)がみられる。

青白磁合子(⑩~⑪) 平型の合子で型押しにより作っている。無文のものと花文の入ったも

のがみられる。

(3)石器 (Fig57) 

石器は座主遺跡l区南側・ 4区第4層から出土した。1区南側からは石銑・つまみ形石器・

多数の縦長剥片・石核が出土し、 4区第4層からは図示してないが、敵石、石皿が出土した。

石鍛(①、②)は剥片鍛で、縦長剥片を素材として作成したもので、黒曜石製である。つまみ形

石器は黒曜石製で打面側の部分である。石匙④はサヌカイト製で、横長の剥片を素材とし、両

面から剥離を加え刃部を作成している。縦長剥片(⑤~⑧)は、石核から剥ぎ取ったもので、黒

曜石製。長さ 2cm程の小型のものから 6cmの大型のものがある。打面側を折り取ったものもみ

られる。石核(⑨、⑬)は黒曜石の角礁を利用し、上下から縦長剥片を剥ぎ取っている。

(4)石製品・土製品その他の遺物

d.石帯 (Fig56 PL21) 

腰帯に用いられた鋳の巡方とよばれるもので長辺が3.5cm、短辺が3.1cm、厚き0.65cmである。

色調は黒色で、表面および側面はていねいに磨かれ光沢を放っている。裏面は周囲が磨かれ、

面取りされ、内側は荒〈磨かれたままで擦痕が残っている。裏面に装着のためのかがり穴が4

ヶ所に 2個ずつ彫り込まれている。l区南側出土。

b.石鍋 (Fig56 PL21) 

口縁部と底部の一部分で滑石製である。口縁部下に鍔がまわる。鍔は⑫・⑩は断面台形で、

⑩は三角形である。外面にノミの痕が残っている。 2区および6区包含層出土。

c.瓦 (Fig56 PL21) 

2点あるが、どちらも磨滅が激しい。⑩は丸瓦て山内面に布痕がみられる。 ⑬は平瓦で外面に

縄目、内面に布痕がみられる。 4区包含層出土。

d.銭 (Fig56 PLa) 

北宋銭の「皇宋通宝J(初鋳1039)で、直径2.4cm重き3.4gである。2区表土層出土。
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e.紡錘車 (Fig56 PL21) 

2点あり、⑩は円形で直径4.8cm、厚きO.8cm。中央に 1ヶ所の穿孔がある。この穿孔の横に

もう 1ヶ所途中まで穿孔しかけた痕がみられる。砂岩製。⑪は隅丸方形で、断面は台形になる。

長さ4.8cm、幅4.4cm、厚きO.6cmである。結晶片岩製。⑩は 4区第4層出土、⑭は 2区表採。

f .土錘 (Fig56 PL21) 

⑩は楕円形で暗褐色の土製。上部に穿孔があり、紐かけのための溝がある。 5区包含層出土。

⑩は青灰色粘土製で、穿孔と縦にめぐる溝がある。 6区東側包含層出土。⑩は弥生土器の嚢の

破片を利用したもので、周囲を打ち欠き円形にしており、錘としての用途が考えられる。 4区

第4層出土。

g.木製品 (Fig52 PL21) 

@は木製高杯の脚の一部分で、四方透しが入ると思われる。ろくろを利用して削り加工して

いる。復元裾部径@cmo 4区第4層出土。

B.前田原遺跡出土の遺物

須恵器 (Fig58) 
戸オ¥1寺三 一ア

①・④は蓋で①口径12.6cm、器高ぐ二二三 一つ今

4.4cm。天井部が丸くなる。調整は天 「ー占一一

ど三三4と主込;
前田原遺跡出土須恵器実測図部の外面がへラケズリ、内面がナデ Fig. 58 
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で他はヨコナデである。④は口径18.2cm、器高 3cm。天井部につまみをもっ。調整は天井部外

面がへラケズ 1)、内面がナデで他はヨコナデである。②③は杯で立ち上がりを有する。口径10

9cm-llcm、器高3.2cm。調整は底部外面がへラケズリ、内面がナデで他はヲコナデである。

勾玉 (Fig，56 PL2I) 

黒灰色の滑石製の勾玉である。長さ 3cmで両面を平に面取りしている。

Tab 8 座主遺跡出土縄文・弥生土器一覧表※①口径②器高③胴部最大径④底部径()内は推定値

番号 図版番号 器種 出土地 色調 法量 形態の特徴 手法の特徴

1 鉢 l区南側 黒褐色①(35.2) 肩部が屈曲し、沈線をめぐらす。 内・外面とも入念なヘフ磨き
2 表A 。 明黄褐色 肩部に浅い沈線をめくらす。 外面ヘラ磨き。内面に指頭圧痕が残る。

3 要A 暗褐色
口線がゆるく外反 LtlJRを施す

イシ

口線下に段がつく。

4 査B 4区第4層 黄褐色 ①お.6
口縁が外反し、端部が若干肥厚

内・外面と もヘラ磨き
する。

5 査C 暗黄褐色 ①120.4 
口縁が外反L、端部内面が肥厚

口縁部付近ヨコナデ。
する。

6 P L .18 黄褐色
①26) 鋤形口縁をもち、肩部に一条の

口縁部付近ヨコナデ、他はナデイシ

③24 突帯をめ〈らす。
7 。 。 時黄褐色 ④6.5 底部から強く聞き胴部へ移る。 外面縦方向のヘラ磨き、内面ナテ
8 登D 。 時褐色 ① 12.6 口縁部が袋状で外側に稜がつく 口縁部内面に指頭圧痕、内外面ハケ日。
9 。 イシ 黄褐色 以0.1 。 外面ハケ目、内面ナデ

10 。 l区南側 。
頚部に断面ニ角形の貼付突帯を

頚部外面ハケ日
めぐらす。

11 費 B 4区第4層 黒褐色 ①20.4 断面三角形の口縁部をもっ。 口縁部付近ヨコナヂ

12 褒C1 ク 。 ①129 口縁部がほぼ直角に外反 口縁部付近ヨコナデ、外面ハケ目内面ヨコナデ

13 要CII 暗黄褐色 ①26 
T字状の口縁部をもっ、胴部は

ゆ 。
IHf直角に立つ。

14 。 。 。 ①27.8 。 今

15 P L .18 イシ 。 。 ①'26.4 。 イ 外面あらいハケ日

16 ①127.8 
T字状の口縁部がや、外側にた

外面ハケ日内面ナテ'イシ ク イシ 。
れる。

17 ぞ少 ク イシ ①28.2 4シ 。

口縁部が直角に外反し、口縁部

18 イシ 。 。 ①129 下に断面ニ角形の貼付突帯をめ
φ 

ぐらす。

T字状の口縁部をもち、口縁部

19 。 イシ 。 ①29.8 下に断面三角形の貼付突帯をめ 。

ぐらす。

20 要D ①24.6 
口縁部が「く」の字状に外反 L、

外面ゃ、~らいハケ 目、内面ナデ。 イシ

肩部がや、張る。

21 鉢 。 黄褐色 ①30.2 口縁部がほぼ直角に外反する。 外面ナデ、内面研磨

22 費(底部) イシ 時褐色 ④8 J.lf底 外面ハケ目、内面ナデ

23 イシ イシ 。 ④9.8 jけ'底で裾がや、聞く。 。
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番号 図版番号 器種 出土地 色調 法量 形態の特徴 手法の特徴

24 要(底部) 4区第4層 暗黄色 ④ 7.2 平面で、底面は凸凹している。 底部付近ヨコナゲ、外面ナデ、内面ナデ

25 黒褐色 ④ 7.4 ゆるい上げ底
外面ハケ目、内面ナデ、内面に指顕圧痕。 。
が残る。

26 。 イシ 。 ④ " 
27 ク 。 黄褐色 ④ 8 平底で薄い 外面あらいハケ目、内面ナデ

28 。 I区南側 。 ④12 大きな平底で持軍い
29 イシ 4区第4層 イシ ①11 。 外面ハケ目

T字状の口縁部を持ち、胴が強

30 。 。 E音:黄褐色 ①'33 〈張る胴部に断面台形の貼付突 外面ハケ自のあとナデ、内面ナデ
帯をめぐらす。

32 黄褐色 ①14.6 口縁部が強〈外反する
体部上半外面ヨコナデ、下半外面縦方向。 。
のナデ

33 登E
頚部に貼付突帯をめぐらし、格

内・外面ヨコナデ。 。
子目を施す。

34 高 本不 。 口縁部内面に粘土帯を貼りつけ
ク

肥厚させこれに液状文が入る
内面に指頭圧痕

35 壷E 4区第4層 黒褐色 ①15.9 
口縁部か1直立し、 口線端部がわ
ずヵ、に凹む卵形の胴部をもっ

内・ 9ト面あらいノ、ヶ目

口縁部がわずかに外反する顕部

36 。 イシ 。 ①17.2 に断面三角形の貼付突帯をめぐ 口縁部、頭部外面ヨコナデ、内外面ハケ目
らす。

37 。 。 時褐色 ①124.2 口径部がゆる く外反する 口縁部内面ヨ コナテ¥外面ハケ目

38 鉢 日音!束褐色
口縁部がわずかに外皮し、 小き。
な底部がつく。

39 高 杯 赤褐色 脚部がラ yパ状に聞く
外面ハケ目、内面ナデ、内面に指ilIi庄痕。
が残る。

40 P L .18 器 台 2区表採 黄褐色
① 8.5 筒状の体部に外反する口縁部と

内 外面に指頭圧痕が明瞭に残る。
② 9.2 裾部がつく。

41 イ少 4区第4層 黒縄色 ①13 4シ 口縁部付近、ヨコナデ、 外面ハケ目

42 。 6区包含層 灰褐色 ①13 裾都が強く開く 外面上部ハケ同

43 底 昔日 。 灰黒色 ④19.4 丸底に近い平底
44 。 4区第4層 暗黄褐色 ④ 8.4 丸底 外面"11き後ハケ目、内面ナデ

45 そ少 イシ 。 ぞシ 外面ハケ目、内面あらいハケ目

Tab 9 座主遺跡出土土師器一覧表

番号 図版番号 器種 出土地 色調 法量 形態の特徴 手法 の 特徴

46 壷 6区包含層 明黄褐色 ①27.0 
一重口縁が強〈外反、 E員部がし

まる。
外面ヨコナデ

47 ク 。 時褐色 ①12.9 一重口縁が岨る〈外反 内 ・外面ヨコナデ

48 。 イシ 黄 褐色 ①13.6 。 。

49 褒 暗黄褐色 ①17.2 
口縁部が強〈外反、端部肥厚、 口縁部内外面ヨコナデ、体制内面へラケ

イシ

体部に文様あり ズリ

切 。 。 ①16.4 口縁部が内傾Lつつ外反
外面、ロ縁部内外面ヨコナデ体部内面ヘ。
ラケズリ

51 。 ク ①12.8 口縁部がわずかに舛臣、口緑端部が尖る。 体部内面ハケ目、外面開整不明

52 ①14.2 口縁端部が尖る。
口縁部内外面ハケ目、 {本部外面"11き、内。 。
面あらいハケ目

53 。 。 黄褐色 ①24.2 口線端部が若干凹む 口縁部内外面ヨコナデ、体部外面ハケ目

54 。 。 淡褐色 ①19.8 口縁端部が尖る 口縁部内外面ヨコナテ

55 貧褐色 CD24.0 口線剖iが厚〈、強〈外反
口縁部内外面ヨコナデ、体部外面 J、ヶ閥、

イシ イシ

体部内面へラケズリ

56 要(底部) 2 区 褐 色 底部わずかに尖り ぎみの丸底 外面ハケH、内面へラケズリ

~ 小型丸底萱 。 淡灰色 ① 8.6 口縁部ゆるく9ほ頭部のくびれ世い。 調f.!'不明
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番号 図版番号 器種 出土地 色調 法量 形態の特徴 手法の特徴

58 P L .18 小型丸底壷 6区包含層 明黄褐色|② ①14.4 
ロ縁部内外面ヨコナデ、 f宇都外面ハケ目

6.7 
口縁部が強〈外反する。

内面へラケズリ後ナデ

59 。 。 暗黄褐色 ①21.6 。 口縁部内外面ヨコナデ、体邸内外面ナデ

60 PL ・18 。 。 掲 色 ④16.0 杯部は下部でゆるく屈曲する。 外面ハケ目の後ナデ、内面ナデ
61 高 杯 。 赤縄色 杯部下部に段がつく。 内外面ナデ

62 。 明黄褐色 ④11.2 脚部がラげ叫犬に聞く 内外面ナデ、ハケ自の後ナデ

63 。 灰黄色 ①11.8 脚部下部で屈曲する。

64 。 明黄褐色
①(10.5) 

外面内面ナデ裾都内面外商ハケ目が残る
@(6.6) 

65 P L . 18 器 4ロ内 6区包含層 淡褐色
①10.4 脚部が強〈聞く 。3ケ所に穿孔、

外面、皿部、内面研磨脚部内面ナデ
② 8.7 うち lケ所来通

66 台付鉢 。 黄白色 ④10.6 脚部は短かく、強〈附〈。 内外面ナデ
④10.8 

Tab 10 座主遺跡出土須恵器一覧表

番号 日量~ 器種 出土地 色調 法量 形態の特徴 手法の特徴 備 考

天井部が平担、口縁部内側にか
外面一天井部ヘラケズリ 宝珠僚のつま

67 蓋B 4区第3層 灰 色 ①15.0 他はヨコナデ みがつ くと思

えりをもっ われるが欠失
内面 ヨコナテ¥ナデ している

68 。 。 灰黒色 ①17 .2 口縁部内側にかえりをもっ 内外面ーヨコナデ

69 蓋C 灰 色
①14.1 低い天井部に先端が下方に屈曲 外面 天井部ナデ他はヨコナデ。
② 2.1 する長い口縁部がつく 内面ーナデ

70 
PL 

暗灰色|①@ 123 
宝珠様つまみをもち、 天井部が 外面一天井部へラケズリ 内面煤が真黒

18 
イシ 。

2.8 丸昧をおびる 他はヨコナテ¥内面 ナデ に付普

71 。 。 陪灰色|①17.0 " 

72 灰 色|①② u 
宝珠様つまみをもち、 天井部は。 。

" 1.7 ほぽ水平

73 。 。 黄白色 。

74 イシ イシ 陪灰色|①17.1 天井部が丸耐えをおびる 4 

75 
PL 
蓋D 灰白色|①② M 

丸いつまみをもち、 天井部が水
外面 ヨコナデ、内面ナデ.18 

。
3.7 平

76 皿 灰 色|①② 白
口縁部が強〈外反し、 端部が丸 外面底部ナテ¥他はヨコナデ

イシ

2.0 L、 内面ナデ

77 黄灰色|①② u 
口縁部が強〈外反する。外面底。 。 。

2.0 部近〈に枕線がめぐる

78 灰 色|①② 日 " ぞ〉 。
2.3 

79 灰白色|①② 15.7 。 イシ 。 。

1.7 

80 。 イシ 灰 色
①16.9 。 。

② 1.8 

81 。 イシ 灰白色
①17.7 

〆， ベシ

② 2.4 

82 PL 杯 身 暗灰色
①13.0 口縁部がゆるく 外反する。底部 外面ー底部ナデ他はヨコナデ

. 18 
イシ

② 3.6 は高台をもたない 内面 底部ナデ

83 。 イシ 。 ①12.8 ぞ少

② 3.8 

84 杯A 。 イシ
①13.4 。 。

② 3.2 

85 杯 B
①11.4 

底部に高台がつく
外面ー底部ナデ、他はヨコナデ。 イシ

② 4.9 内面 ヨコナテ¥ナデ

86 1①② 11.8 口縁部がわずかに外反する。 。
イシ イシ 。

3.4 

87 イシ イシ 。 ①12.9 '争 。

② 4.0 

-Eム
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番号 醤響 器種 出土地 色調 法量 形態の特徴 手法の特徴 備 考

88 杯B 4区第3層 時灰色
①13.8 口縁端部がわずかに外反L端部 外商ー底部ナデ、他はヨコナデ
② 4.0 がや‘尖る。 内面 ヨコナデ

89 ク イシ 。 |①② 13.4 
4.7 

。 。

①17.4 底部に裾の広がった高台がつく
90 杯C 。 イシ ② 5.8 体部から口縁部にかけてや、強 。

〈外反する。

91 蓋A 。 天井部と体部の墳に投がつき、 外面天井部ヘラケズリ。
日縁端部がわずかに外に聞く。 内面 ヨコナデ

92 平 瓶 イシ ① 8.8 
口縁部が外反し、端部がや‘肥

内外面ヨコナデ。
厚する。体部に稜がつく。

93 政 ③ 8.5 
体部は丸く屑部に2条の沈線を 外面上半ヨコナデ。 。
めぐらす。 下半へラケズリ

94 高 杯 ④11.2 
裾部から強〈聞く。端が肥厚し

内外面ヨコナデ
底部にへラ記

イシ 。
尖る。四方透しがlipる。 号あり

95 PL 鉢
①'23.5 口縁部がゆるく外反 L端部が肥 外面一口縁部ヨコナデ底部近く

. 18 イシ 4シ

②13.8 厚する。 ヘラケスリ内薗 ヨコナデ、ナデ

96 雪量 イシ ぞ少 ①18.8 
口縁部がゆるく外反し端部がわ

ずかに肥厚するO
内外面ヨコナデ

97 PL ①17.4 
外面口持部ヨコナテT宇都タタキ。 。

'" 口縁端部が幅広く肥厚する。. 18 内面 仁噂隷Eヨコナテ1特Eタタキ
98 。 ク 。 口縁部制隔主く肥厚する。 内外面ヨコナデ

99 皿
①15.4 

完成品、口縁部が強〈外反する。
外面一口縁部、ヨコナテ司王部ナテ・ 底部外面「虞」。 イシ

②1.8 内面 ヨコナデ の墨書

①16.5 
底部に裾の広がった晶台がつ〈

外面一体部ヨコナデ
底部外面「大」

l∞ 杯C 。 。
② 6.0 

体部から口縁にかけや、強〈外
内面 ヨコナデ、ナデ の墨書

反する。

101 杯B 灰 色
①13.6 体部から口縁部にかけや、強〈 底部~I極ÎIこ「坂

イ〉

② 4.1 
。

外反する。 本Jの墨書

102 杯A 暗灰色
①13.8 底部に晶台がつかなし」口縁端 外面ー底部ナデ他はヨコナデ

イシ

② 4.0 " 
部が尖り気味 内面 ヨコナデ

103 皿 淡灰色
①18.7 

口縁部が強く外反する。
外面一底部ナテー他はヨコナデ 底部外面に墨。

② 2 3 内面ーヨコナデ、ナデ 害

①12.4 
外面底部へラケズリ晶台部・

l似 杯B 。 暗灰色
② 4.5 

底部に短い高台がつく 体部ヨコナデ 。

内面 ヨコナデ、ナデ

105 杯A 。 時灰色 底部の小破片 内外面ナデ 。

HXi 杯B
外面 底部ナデ他はヨコナデ 底部畑lこ「六」。 。 底部に高台がつく
内面 ヨコナデ、ナデ の墨表

107 杯D イシ 灰 色 底部に長い高台がつく 内外面 ヨコナデ
底部外面に墨

害あり

108 杯 淡灰色 ①12.8 
f宇都外面に快」

イシ

のへラ文字あり

-82-



総括
遺構

座主遺跡は鎌倉岳の東側山麓から水田部にかけて南北約180m、100m以上の範囲に広がる遺

跡である。

縄文時代・弥生時代の遺構は検出していない。ただ4区に弥生時代の遺物包含層が認められ

た。この包含層は谷状の低湿地に遺物が流れ込んで推積したもので、調査区西側の丘陵地帯に

弥生時代の遺構の存在が考えられる。

古墳時代の遺織は 2区・ 6区から柱穴が検出されたが、数が少なく性格も明らかでない。遺

構の主体は調査区の西側の丘陵にあると考えられる。

奈良時代以降の遺構は 2区・ 6区に土境、溝状遺構、多数の柱穴群がみられる。遺構は調査

区西側の山麓から水田部へと広範囲に広がっている。土墳のうち SK002・003は土墳墓の可能

性が強〈、奈良時代(8世紀前半)に位置づけられる。多数の柱穴は堀立柱建物跡、の存在を予

想させるが調査区が狭いため、その配列は明らかでない。柱穴群の時期は、出土遺物から奈

良時代から室町時代と考えられる。また調査区西側や北西の山麓や山腹に多数の石塔姿群)がみ

られ、この遺跡との関係が注目される。

前田原遺跡は主に古墳時代の柱穴が検出きれ、住居跡の存在が考えられる。

遺物

縄文時代の遺物は l区南側から出土した。土器は鉢で、晩期初頭に位置づけられる。石器は

石鎌 ・つまみ形土器・多数の縦長剥片・石核があり、縦長剥片は鈴桶技急)により作成されたも

ので、石鍛はその縦長剥片から作今れた剥片鍛である。これらの石器も土器と同じ時期と考え

られる。

弥生時代の遺物は 1区南側から出土した数点の土器を除いて、すべて 4区第4層から出土し

たものである。土器は嚢A・査Aが弥生前期、委Bが中期初頭、婆C・査B・査C・鉢Aが中

期前半、褒D・査Dが後期初頭、査E・鉢B・高杯 ・器台が弥生後期後半に位置づけられる。

また木製高杯も弥生時代の所産と考えられる。脚の破片だけで全体の器形は明らかでないが、

長崎県里田原遺跡出土の木製高水ゃ、木製ではないが、武雄市都遺跡ヤ佐賀市琵琶原遺品から

出土した透し入り器台に類似している。

古墳時代の遺物は主に土師器で、 2区・ 6区から出土した数点を除いて、ほとんどが5区・

6区包含層出土のものである。時期は 4世紀末から 5世紀前半に位置づけられる。

奈良時代以降の遺物は須恵、器・土師器・陶磁器・瓦などがある。須恵器はほとんどが奈良時

代のもので、 8世紀前半に位置づけられる。陶磁器は主に10世紀後半から13世紀にかけての時

期が考えられる。なかでも高麗青磁と越川、|窯青磁は佐賀県では数少ない資料であり注目される。

土師器は糸切底てγl、皿と杯がみられ、 13世紀に位置づけられる。

特筆すべき遺物として、多数の墨書土器・へラ文字のある土器 ・石帯がある。墨書土器が15

点、へラ文字のある土器が 1点みられる。墨書・へラ文字がみられるのはみな須恵器で、時期

は先述した須恵器と閉じである。杯と皿の底部外面に墨書が、杯の体部外面にへラ文字がみら

れ、文字は「坂本I庚I大I六」が読める。地名か名前を書いたものと考えられるn 石帯は調査
区外の出土のため時期は明確にできないが、出土した土の色調やすぐ近くから糸切り底の土師

小皿が出土していることから、鎌倉時代の所産である可能性が強い。石帯は九州、|では太宰府、

およびその近隣遺跡、国府関係、寺院跡関係の遺跡から出土しており、官人の生活と関係の深

い遺物である。佐賀県での出土例として、久留問遺跡から出土した「丸斬」が1例あり、座主

q
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遺跡出土例はこれに次いで2例日の出土になり、貴重な遺物である。

遺跡の性格

座主遺跡から縄文時代、弥生時代の遺構は検出されておらず、古墳時代もわずかに柱穴がみ

られる程度である。これらの時期は、調査区西側の丘陵部に住居跡などの遺構が営まれたと予

想される。奈良時代以降は、この遺跡の主体となる時期である。多数の墨書土器や石帯の出土

から郡街など官街的な色彩が強〈感じられる。座主遺跡、西側には「寺屋敷I御手水I寺の池」とい

う地名が残っており寺院跡も考えられる。また古代において徳須恵盆地は松浦潟の入江となっ

ており、河川を利用した水上交通の船泊としての性格が考えられ、石志周辺にあったと推定さ

れる駅家との関係が考えられる。その他に、条里関係や荘園関係の遺跡、松浦党関係の武士団の

館跡も考えられる。

座主遺跡・前田原遺跡一帯は、途中断絶があるものの、縄文時代から鎌倉、室町時代にかけ

て継続して営まれた広範囲の遺跡である。今回の調査では、その性格を明らかにすることがで

きなかったが、多数の墨書土器や石帯の出土した遺跡、として貴重な遺跡であり、今後、その性

格を解明してゆくことが課題となるであろう。

(註)

(1) かつては100基以上あったが、持ち去られたものが多く、現在、数10基存在する。

(2) 荒沢長介・戸沢充則・横田義章「九州、|における特殊な刃器技法JIr考古学雑誌J51 1961 

(3) 長崎県教育委員会「里田原遺跡」長崎県文化財調査報告書第25号 1976 

(4) 武雄市教育委員会が昭和54・55年度調査した。

(5) 佐賀市教育委員会が昭和55年度調査した。

報告書作成中、ぎ戸に墨書土器2点、へラ文字のある須恵器 l点が北波多村石崎俊治氏により
(6) 採集された。墨書ゐ杯の底部外面に「膏」と書かれ、へラ文字は杯の底部内面に「大」とある。

(7) 松尾禎作・七回忠志「久留問遺跡調査概報」佐賀県史蹟名勝天然記念物調査報告第十輯 1951 

(8) 米倉二郎「郡郷と条里制JIr佐賀県史』上佐賀県教育委員会 1968 

参考文献

O北波多村史編委員会 r北i皮多村史~ 1963 

O佐賀県教育委員会『佐賀県の遺跡』

O横田賢次郎・森田勉「太宰府出土の輸入中国陶磁器についてJIr九州歴史資料館研究論集.14

1978 

O山崎猛夫 『岸岳城盛衰記」上巻 1980 

なお墨書土器の墨書文字については九州歴史資料館の倉住靖彦、石丸洋両氏より御教示を得た。

記して感謝したい。
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図版 I



1.押川遺跡遠景(東から)

2.押川遺跡調査区全景(北から)

3.押川遺跡調査区北東部遺構
( SB087・088)

PL. 1 



1. SB081住居跡 (西から)

2. SB082住居跡 (西から )

3. SB083住居跡 (西から)



1. S8084住居跡(西から)

2. S8085住居跡(北から)

3. S8086住居跡(東から)



1. SKOll貯蔵穴(南から)

3. SK016貯蔵穴 (北から)

5. SK026貯蔵穴(南から)

7. SK035貯蔵穴 (西から )

2. SK015貯蔵穴(東から)

4. SK017貯蔵穴(南から)

6. SK033貯蔵穴 (東から )

8. P250柱穴石包丁出土状況(北から



1.押川遺跡喜美棺墓群全景 (gsから)

2. SJOOl・002主要棺墓 (南から )

3. SJ003裂棺墓 (南から )

4. SJ004 ~集結墓 ( 南から )



1. SJ005褒棺墓(北から)

2. SJ006褒棺墓(北から)

3. SJ007斐棺墓(南から)



1. SJ002裂棺(上褒)

3. SJ004裂結(下裂)

5. SJ006裂桔

2. SJ007察棺(上察)

4. SJ005裂棺

6. SJ007裂棺(下褒)

PL. 7 



PL.8 

2 

3 4 

'" 

5 6 

1. SK034出土 4. S B088( P18I)出土

2. SB084出土 5. SK016出土

3. P183 出土 6. P211 出土
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1 .裂A，鉢A.B

3.壷A・B・C

5.袈BI.BII'BIII

7. 裂BII.D

PL.9 

2 

6 

8 

2.嚢底部A

4.衰底部A・B'C

6. 袈C'D

8.裂BN.C



PL.l0 

2 

4 

3 

5 

7 

1. SB083出土 2. SK061出土

3. SK035出土 4. SK027出土

5. SK035出土 6. SK033出土

7. SK041出土 8. SK041出土

9. SK027出土
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1.旧石器

2.石核

3.磨石

4.磨石 ・敵石

5.石皿 ・砥石(SK022・表土出土)

6.石血(S8084・086出土)

7.石血(SK015出土)
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1. 座主遺跡全景(南西から)

2.座主遺跡全景(東から)

3.座主遺跡、2区北側IJ遺構

PL.13 



1.座主遺跡2区南側遺構

2. 2区 SK002土壌

3. 2区 SK003土横



1. 2区 P25・P29柱穴

2. 2区 P26柱穴

3.座主遺跡6区遺構(西から)

4.座主遺跡6区南壁土層



1. 座主遺跡、4区全景

(:ttHi'[層tlili1)上げ後一南から )

座主遺跡、4区東壁土層

4区第4層木製高杯出土状況

4区第 4層弥生土総出土状況

4区第 3層墨書土器(須恵総)

出土状況

4区第 3層墨書土探(須恵器)

出土状況



1 前田原、遺跡全景 (南西から )

2 前田原遺跡調査区全景(北から)

3 前田原遺跡調査区全景(南から)
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1 -4.座主遺跡4区第 4層出土

5-8.座主遺跡5・6区包含層出土



7 

9 

11 

1・2.座主遺跡4区第3層出土

3・4.前田原遺跡、出土

5・6・8・9-12.座主遺跡4区第 3層出土

7.座主遺跡2区 SK002出土

10.座主遺跡2区 SK003出土
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1.2. 4区第3層出土須恵器皿

3・4.4区第 3層出土須恵器杯

5・6.4区第 3層出土須恵器杯
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5 
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8 

7. 4区第3層出土須恵器杯

8. 4区第 3層出土須恵器杯

9. 2区表土層出土合子
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1 .土師器小皿

2.土師器杯

3. 白磁 ・青佑

4.石鍋

5.石帯(表)

6.石帯(裏)

7.銭 ・紡錘車 ・土錘

8.勾玉 (前田原遺跡出土)

9.木製高杯 9 
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迫田

本報告・授正申、鹿主遺跡4・5区周辺より量密のある須恵器が2点採集

されたので紹介するo 1は蓋で、口径14.4c.栂高3.4 C.o 天井部の外面

に属・があるo 2は杯で、高台径9.6cao 底部外面に昼衝がある。
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